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こ
れ
ま
で
私
は
、
旧
町
村
ご
と

に
異
な
る
国
民
健
康
保
険
税
、
水

道
料
金
な
ど
の
公
共
料
金
等
の
一

元
化
、
各
種
補
助
金
の
調
整
な
ど

に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
の
行
政
体

制
に
関
し
て
も
、
簡
素
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
を
め
ざ
し
、
部
課

の
統
廃
合
に
よ
る
組
織
の
ス
リ
ム

化
や
経
費
の
節
減
・
合
理
化
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
行
財
政
改
革
の
面
で
は
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
天
寿
荘
」
の

民
営
化
を
は
じ
め
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
施
設
運
営
の
効

率
化
と
施
設
利
用
の
活
性
化
を
図

る
目
的
で
、
公
の
施
設
の
管
理
運

通
信
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
採

算
性
の
問
題
等
か
ら
民
間
事
業
者

に
よ
る
展
開
が
困
難
な
地
域
に
対

し
て
、
本
市
が
代
わ
っ
て
光
フ
ァ
イ

バ
の
整
備
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
の
基
礎
基
盤
と
な
る

地
籍
図
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら

地
籍
図
の
数
値
情
報
化
や
属
性
情

報
の
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
中
に
市
内

全
域
が
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
有
効
活
用
し
、
関

係
各
部
署
の
事
務
事
業
の
合
理
化

等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
市
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
２２
年
度
ま

で
の
５
年
間
計
画
で
改
修
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
平
成
２０

年
度
の
予
定
を
前
倒
し
し
、
山
川

町
湯
立
団
地
の
改
修
等
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
ズ
と
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
皮
切
り
に
、
９
月
１６
日
「
邦
楽

プ
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
１０
月

２８
日
「
吉
野
川
文
化
探
訪
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」、
そ
し
て
本
番
の
１１

月
４
日
「
吉
野
川
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
と
逐
次
開
催
し
て
い

き
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
、
邦
楽
な
ど
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
と
文
化
の
発
展
を
め
ざ

し
、
十
分
な
普
及
啓
発
と
準
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。（
詳
し
く
は

広
報
よ
し
の
が
わ
６
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

さ
ら
に
本
年
１０
月
、
合
併
３
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
本
市
共

有
の
地
域
資
源
で
あ
る
「
阿
波
忌

部
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
一
体
感

を
図
る
と
と
も
に
全
国
に
情
報
を

発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

目
的
で
合
併
３
周
年
記
念
事
業
を

実
施
し
ま
す
。（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

を
図
り
、
市
内
中
心
部
と
美
郷
・

山
川
地
区
山
間
部
と
の
間
の
情
報

を
貫
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
そ
の
姿
勢
を
堅
持
し
て
い

き
ま
す
。

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

活
動
に
親
し
む
方
々
が
集
ま
る
国

内
最
大
級
の
文
化
の
祭
典
「
第
２２

回
国
民
文
化
祭
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｍ
Ａ
２
０
０
７
」、
い
わ
ゆ
る

「
お
ど
る
国
文
祭
」
が
本
年
開
催

さ
れ
ま
す
。「
阿
波
の
国
文
化
ふ

れ
あ
う
ゆ
め
・
ひ
と
・
み
ら
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
催
し
が
期
間
中
、
県
内
各
地

で
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
も
、
ま
ず
１
０
０
日
前

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
７
月
１５
日
に
ア

メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

営
に
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
投
資
的
事
業
で
は
、
合

併
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
市
立

川
島
中
学
校
の
校
舎
改
築
、
川
島

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
等
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
道
路
・
下
水
道

等
の
重
要
な
社
会
資
本
の
整
備
に

つ
い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
さ
ら

に
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
合
併
に
伴
い
山

積
し
て
い
た
諸
課
題
の
解
決
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
市
政
を
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
、
誠
心
誠
意
努
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
取
り
組
む
基
本
姿
勢
と
し

て
、
旧
４
町
村
の
特
色
を
尊
重
し

つ
つ
も
、
公
平
公
正
な
市
政
運
営

2007年（平成19年）7月11日

広報よしのがわ 2

今年度改修を行う湯立団地

市役所前に立てられた国文祭ののぼり

町
村
合
併
に
伴
う
諸
課
題
の
解
決

と
公
平
公
正
な
市
政
運
営
の
実
現

地
域
の
活
性
化
と

情
報
発
信

利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

市政の窓 市政の窓 

6月7日の平成19年6月吉野川市議会
定例会開会日、川真田市長は、平成
19年度のこれまでの成果と今後の市
政運営について、その所信を表明し、
市民の皆さんや市議会に理解と協力を
求めました。要旨は次のとおりです。



幼
稚
園
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、
今
年
度
初
め
て
教
育
委
員
会

に
幼
稚
園
指
導
主
事
を
配
置
し
た

ほ
か
、
幼
稚
園
教
員
を
対
象
と
し

て
障
害
児
指
導
、
預
か
り
保
育
な

ど
テ
ー
マ
別
の
選
択
方
式
の
研
修

や
４
歳
児
、
５
歳
児
の
担
任
ご
と

の
研
修
な
ど
、
各
種
研
修
の
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
本
年
度
、
文
部
科
学
省
か

ら
の
新
た
な
委
託
事
業
と
し
て
、

児
童
生
徒
が
興
味
・
関
心
に
応
じ

て
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

複
数
の
種
目
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
「
運
動
部
活
動
等
活
性
化

推
進
事
業
」
を
川
田
中
小
学
校
で

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
は

児
童
が
外
国
語
に
触
れ
た
り
、
外

国
の
生
活
・
文
化
に
慣
れ
親
し
ん

だ
り
す
る
な
ど
、
小
学
校
段
階
に

ふ
さ
わ
し
い
体
験
的
な
学
習
を
実

践
す
る
「
英
語
活
動
等
国
際
理
解

○
市
営
湯
立
団
地
補
修
事
業

４
０
７
１
万
円

◇
川
島
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
い
新
た
に
財
産

区
管
理
委
員
を
選
任
す
る
た
め
、

議
会
に
対
し
て
意
見
を
求
め
た
も

の
で
す
。

大
谷
一
之
進
（
お
お
た
に
・
い
ち
の

し
ん
）
氏
＝
７３
歳
、
川
島
町
川
島

新
居
文
雄
（
に
い
・
ふ
み
お
）
氏

と
＝
７３
歳
、
川
島
町
川
島

三
木
茂
（
み
き
・
し
げ
る
）
氏
＝

６４
歳
、
川
島
町
川
島

岡
沢
亨
（
お
か
ざ
わ
・
と
お
る
）

氏
＝
６０
歳
、
川
島
町
川
島

岡
田
義
弘
（
お
か
だ
・
よ
し
ひ
ろ
）

氏
＝
６８
歳
、
川
島
町
川
島

後
藤
田
武
夫
（
ご
と
う
だ
・
た
け

お
）
氏
＝
６０
歳
、
川
島
町
川
島

後
藤
田
吉
弘
（
ご
と
う
だ
・
よ
し

ひ
ろ
）
氏
＝
６９
歳
、
川
島
町
川
島

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
推
薦
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
た
も
の
で
す
。

森
順
子
（
も
り
・
じ
ゅ
ん
こ
）

氏
＝
６３
歳
、
川
島
町
川
島

山
崎
ひ
と
み
（
や
ま
さ
き
・
ひ
と

み
）
氏
＝
５２
歳
、
鴨
島
町
山
路

一
般
会
計
ほ
か
４
会
計
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
街
路
事
業
や
下
水

道
整
備
事
業
、
医
療
保
険
制
度
改

正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
な

ど
予
定
し
て
い
た
事
業
の
う
ち
、

平
成
１８
年
度
中
に
支
出
が
完
了
で

き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
平

成
１９
年
度
に
繰
り
越
し
て
支
出
す

る
費
用
を
計
算
し
た
も
の
で
す
。

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

当
初
予
算
編
成
後
に
補
助
金
等

の
内
示
が
あ
っ
た
事
業
や
、
下
水

道
事
業
が
資
本
費
平
準
化
債
を
活

用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
財
源
調
整

を
行
う
必
要
の
あ
る
事
業
予
算
に

つ
い
て
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
３
０

４
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総

額
を
１
７
３
億
４
８
５
０
万
１
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
容
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事

業

５
８
８
万
８
０
０
０
円

○
防
災
組
織
支
援
事
業

１
６
７
万
２
０
０
０
円

○
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
補
助

事
業

２
８
９
万
４
０
０
０
円

以
上
の
よ
う
に
、
吉
野
川
市
の

将
来
を
見
据
え
つ
つ
、
必
要
な
施

策
を
効
果
的
に
、
か
つ
着
実
に
進

め
る
べ
く
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

平
成
１９
年
６
月
市
議
会
定
例
会

が
６
月
７
日
か
ら
２９
日
ま
で
の

２３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

市
長
が
提
案
し
た
３３
議
案
す
べ

て
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
報
告

等
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
平
成
１８
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
な
ど

特
別
会
計
繰
越
計
算
書
４
件

活
動
推
進
事
業
」
を
山
瀬
小
学
校

で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、「
少
子
化
対
策
、
子
育

て
支
援
」
の
一
環
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
た
妊
娠
中
の
検
診
費
用
に

つ
い
て
は
、
妊
娠
・
出
産
に
か
か

る
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
目
的

で
、
県
内
の
他
の
市
町
村
に
先
駆

け
て
、
公
費
負
担
の
回
数
を
２
回

か
ら
５
回
に
変
更
し
、
本
年
４
月

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
平
成
１７
年
度
か
ら
行
財
政
改

革
実
施
計
画
に
基
づ
き
鋭
意
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

年
は
５
か
年
計
画
の
折
り
返
し
時

期
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
目

標
達
成
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

民
間
活
力
を
生
か
し
た
公
の
施

設
に
対
す
る
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
順
次
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年
度

の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
芳
越
荘
」

へ
の
導
入
に
向
け
て
、
本
年
度
指

定
管
理
候
補
者
の
公
募
等
の
準
備

を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
他
の
施
設

へ
の
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
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元気に遊ぶ園児たち

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

基
盤
の
確
立

養護老人ホーム「芳越荘」

議
会
だ
よ
り

報
　
告

予
　
算

人
　
事
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　合併３周年を記念して、旧４町村が共有する「阿波忌部」をキーワードにしたイベントを開
催します。詳しい内容は、次号に掲載します。 

①第1部・第2部への参加は、事前申し込みを受け付けます。 
受付期間 ： 7月20日貊～9月26日貉 
定員 ： 第1部 615人、第2部 60人 

②第3部吉野川コレクションは、ファッションショーのような創作劇です。 
出演者（モデル）については、吉野川市民から募集します。 
受付期間 ： 7月20日貊～8月15日貉　オーディション ： 8月25日貍  午後2時 

③第1部・第3部のボランティアスタッフを募集します。 
受付期間 ： 7月20日貊～9月1日貍 

　
合
併
３
周
年
記
念
事
業
の
実
施
主
体
と

し
て
、
実
行
委
員
会
が
５
月
３０
日
に
発
足
し

ま
し
た
。
川
真
田
市
長
を
会
長
に
各
種
団
体

の
代
表
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
２０
人
で
構
成

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
実
行
委
員
会
以
外
に
も
市
内
の
各

種
団
体
等
に
対
し
て
情
報
提
供
し
、イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

川

真

田

哲

哉

 

三

木

　

信

夫

 

藤

原

　

一

正

 

阿

部

　

保

夫

 

尾

賀

　

俊

吉

 

樫

本

　

　

孝

 

川

人

　

敏

男

 

川

真

田

幸

男

 

川

村

　

豊

臣

 

富

永

　

武

彦

 

長

尾

　

公

子

 

林

　

　

博

章

 

日

野

　

育

治

 

藤

井

　

建

作

 

松

島

　

清

照

 

元

村

　

利

治

 

山

本

　

　

進

 

吉

田

　

幸

治

 

増

富

　

義

明

 

高

橋

　

哲

郎

 

会

長

 

副

会

長

 

 

委

員

 

（
50
音
順
） 

             

監

事

 

吉野川市合併3周年記念事業 
 

10月7日豸 

ご案内 

第2部 

吉野川コレクション（観覧無料） 
阿波忌部をキーワードとする野外創作劇 
鴨島公民館北側広場 
16:00～17:30（予定） 

第3部 

吉野川市と阿波忌部に関するフォーラム（入場無料） 
記念講演やシンポジウムなど 
鴨島公民館  13:00～17:00

10月6日貍 
第1部 

第
１
回
実
行
委
員
会
を
開
催 （

敬
称
略
） 

《問い合わせ》  鴨島公民館蕁濆5111   秘書企画課蕁澤2221

阿波忌部の歴史探訪（参加費1,500円） 
市内の阿波忌部ゆかりの史跡を貸切バスと徒歩で探訪 
9:00～15:00

イベントへの参加やボランティアの申し込みは、鴨島公民館まで。（直接来館または電話、FAX） 
鴨島公民館　蕁濆5111  蕭濆5113
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地上デジタル放送 
第2回  地上デジタル放送を受信するには地上デジタル放送を受信するには 
地上デジタル放送 
第2回  地上デジタル放送を受信するには 

その1

＆ 

せ
く
だ
さ
い
。

今
使
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ
は
い
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
や
地
上
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器

を
接
続
す
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
お
使
い
の
テ
レ
ビ
の

機
種
に
よ
っ
て
は
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
画
質
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
チ

ュ
ー
ナ
ー
も
製
品
に
よ
っ
て
機
能

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

★
共
同
受
信
施
設
等
で
受
信
す
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
８
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
受

信
で
き
ま
す
か
？

Ａ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
新

た
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
な
く
て

も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し
て
受

信
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
伝
送
方
式
に
よ
っ
て

必
要
な
機
器
が
異
な
り
ま
す
。

◆
パ
ス
ス
ル
ー
方
式
の
場
合

パ
ス
ス
ル
ー
方
式
と
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
受
信
し
た
電
波
を

そ
の
ま
ま
伝
送
す
る
方
式
で
す
。

こ
の
方
式
で
は
、
市
販
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
、
ま

た
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

や
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内

蔵
録
画
機
器
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ト
ラ
ン
ス
モ
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

方
式
の
場
合

ト
ラ
ン
ス
モ
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

方
式
と
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

受
信
し
た
電
波
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
適
し
た
信
号
に
変
え
て
伝
送

す
る
方
式
で
す
。

こ
の
方
式
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
専
用
の
Ｓ
Ｔ
Ｂ(
セ
ッ
ト
ト

ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス)

が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
会
社
等
に
お
問
い
合
わ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見

る
た
め
に
は
何
が
必
要
で

す
か
？

Ａ
ア
ン
テ
ナ
で
個
別
受
信

す
る
場
合
に
つ
い
て
お
答

え
し
ま
す
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ

ビ
、
ま
た
は
今
の
（
ア
ナ
ロ
グ
）

テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
内
蔵
録
画
機
器
の
い
ず
れ
か
を

接
続
す
る
こ
と
で
受
信
で
き
ま

す
。（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
が

届
い
て
い
る
こ
と
が
前
提
）

※
ア
ン
テ
ナ
に
つ
い
て

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
つ
い
て
い

な
い
場
合
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

を
新
た
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
在
ご
使
用
中
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
帯
域
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合

や
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
現
行

の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
受
信
方

向
が
異
な
る
場
合
は
、
ア
ン
テ
ナ

の
増
設
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ1

Ｑ2

Ｑ3

地上デジタル放送に関する問い合わせは 

■総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター 
　蕁0570（07）0101（平日9：00～21:00、土・日・祝日9：00～18：00） 

■総務省四国総合通信局（情報通信部放送課） 
　蕁089（936）5080
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１０
月
２８
日
に
開
催
さ

れ
る
国
民
文
化
祭
文
化

探
訪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
吉
野
川
市
会
場
）
の
中
心
と
な

る
の
は
、
三
木
稔
作
品

「
ホ
タ
ル
の
歌
」
の
合
同

演
奏
で
す
。

元
小
・
中
学
校
教
員
で

児
童
文
学
作
家
の
原
田
一

美
さ
ん
の
著
書
で
あ
り
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

「
ホ
タ
ル
の
歌
（
学
習
研

究
社
）」
が
、
今
回
演
奏

さ
れ
る
「
ホ
タ
ル
の
歌
」

の
曲
が
生
ま
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
原
田

さ
ん
に
は
語
り
の
部
分
の

台
本
も
書
い
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

文
化
探
訪
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
徳
島
邦
楽
集

団
や
市
内
の
小
学
生
が
、

箏こ
と

、
太
鼓
、
尺
八
な
ど
の

和
楽
器
を
演
奏
し
、
ま
た

小
学
生
に
よ
る
語
り
も
あ

り
ま
す
。
森
山
・
鴨
島
・
川
島
・

川
田
小
学
校
か
ら
参
加
す
る
約
３０

人
の
児
童
た
ち
は
今
、
楽
器
や
語

り
の
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

い
た
長
い
研
究
の
道
で
、
一
生
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
発
見
や
情

景
に
焦
点
を
当
て
、
４
つ
の
場
面

に
構
成
し
ま
し
た
。

「
光
の
吹
雪
」「
明
滅
の
ト
ッ
カ

ー
タ
」「
卵
は
生
き
て
い
る
」「
命

ま
ぶ
し
く
」
で
す
。
ど
の
場
面
で

も
、
聞
い
て
い
る
人
の
胸
に
し
み

こ
む
よ
う
に
、
つ
ま
り
臨
場
感
い

っ
ぱ
い
に
、
子
ど
も
た
ち
の
驚
き

と
喜
び
が
伝
わ
る
よ
う
に
と
心
が

け
ま
し
た
。

今
回
の
「
ホ
タ
ル
の
歌
」
の
聞
き

ど
こ
ろ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
三
木
稔
先
生
は
、
こ
の
た
び
の

演
奏
会
に
出
演
す
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
リ
コ
ー
ダ
ー
と
打
楽

器
の
パ
ー
ト
を
新
し
く
書
き
加
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

美
郷
の
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
と
カ
ジ

カ
の
声
、
明
滅
す
る
ホ
タ
ル
の
灯

が
歌
う
水
と
命
の
大
切
さ
。
舞
台

い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ふ

る
さ
と
賛
歌
は
、
限
り
な
い
夢
と

ロ
マ
ン
の
世
界
を
出
現
さ
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本

番
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
国
民
文
化
祭
推
進
係

蕁
澤
２
２
３
６

徳
島
邦
楽
集
団
の
専
任
講
師
で

あ
る
藤
本
玲
先
生
が
、
私
の
著
書

『
ホ
タ
ル
の
歌
』
を
読
ん
だ
の
が

契
機
で
し
た
。
先
生
は
感
動
を
抑

え
き
れ
ず
、
お
箏
の
曲
に
し
た
い

の
で
台
本
を
書
い
て
く
だ
さ
い
、

と
頼
ん
で
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

も
と
も
と
お
箏
が
好
き
な
私
で

す
。
あ
の
神
秘
的
な
、
幻
想
的
な

ホ
タ
ル
の
光
の
美
し
さ
を
、
そ
し

て
そ
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
子
ど

も
た
ち
の
努
力
を
箏
の
調
べ
で
表

現
し
て
も
ら
え
る
な
ん
て
、
と
胸

を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
筆
を
と
り
ま

し
た
。
台
本
は
藤
本
先
生
の
手
か

ら
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
作
曲
家
、
三
木
稔
先
生
の
手

に
渡
さ
れ
、
曲
を
つ
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
語
り
の
部
分
で
は
、
ど
ん
な

情
景
を
表
現
し
て
い
ま
す
か
。

原
作
は
２
０
０
ペ
ー
ジ
を
越
す

長
編
で
す
。
た
だ
単
な
る
要
約
は

無
意
味
で
す
。
私
は
手
探
り
で
歩

曲
、
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
か
ら

ポ
ッ
プ
ス
ま

で
、
時
代
に

即
応
し
た
音

楽
活
動
を
目

的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

原
田
一
美
さ
ん
は
、
中
枝
小
学

校
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
と
き
に
ホ

タ
ル
研
究
ク
ラ
ブ
を
作
り
、
子
ど

も
た
ち
と
ホ
タ
ル
の
研
究
を
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
体
験
か
ら
生
ま
れ

た
著
書
が
「
ホ
タ
ル
の
歌
」
で
す
。

中
枝
小
学
校
の
活
動
は
、
美
郷
が

ホ
タ
ル
お
よ
び
そ
の
発
生
地
と
し

て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

る
背
景
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

原
田
一
美
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

「
ホ
タ
ル
の
歌
」
の
台
本
を
書
く

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

「
ホ
タ
ル
の
歌
」っ
て
ど
ん
な

曲
？美

郷
の
ホ
タ
ル
を
題
材
と
し
た

筝
合
奏
組
曲
（
平
成
１６
年
、
徳
島

邦
楽
集
団
が
委
嘱
）
で
す
。
世
界

で
活
躍
す
る
徳
島
県
出
身
の
作
曲

家
、
三
木
稔
さ
ん
が
美
郷
の
ホ
タ

ル
に
感
銘
を
受
け
作
曲
し
、
全
国

で
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
演

奏
さ
れ
る
の
は
、
吉
野
川
市
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
三
木
さ
ん

が
尺
八
や
打
楽
器
の
パ
ー
ト
を
書

き
加
え
、「
邦
楽
管
弦
組
曲
」
と

し
て
新
た
に
作
っ
て
い
た
だ
い
た

も
の
で
、
こ
の
国
文
祭
で
の
演
奏

が
世
界
初
演
に
な
り
ま
す
。

徳
島
邦
楽
集
団
っ
て
ど
ん
な

グ
ル
ー
プ
？

部
門
や
流
派
を
越
え
て
、
日
本

の
伝
統
楽
器
で
古
典
曲
か
ら
現
代

第22回国民文化祭「文化探訪フェスティバル（吉野川市会場）」 「
ホ
タ
ル
の
歌
」

合
同
演
奏

徳
島
市
出
身
。
東
京
芸
大
作
曲
科
卒
。

邦
楽
作
品
を
多
数
作
曲
。
日
本
を
代

表
す
る
作
曲
家
で
、
世
界
的
に
活
躍

し
て
い
る
。

三
木
　
稔
さ
ん
（
作
曲
家
）

原
田
一
美
さ
ん

「
ホ
タ
ル
の
歌
」
を

原
田
一
美
さ
ん
に
聞
く



こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
、

健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合
な
ど

の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が

ら
「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を

受
け
て
い
た
７５
歳
以
上
の
方
（
６５

歳
以
上
７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
害

を
有
す
る
方
を
含
む
）
は
、
平
成

２０
年
４
月
か
ら
新
た
な
医
療
保
険

制
度
と
な
る
『
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
』
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営

は
、
徳
島
県
内
す
べ
て
の
市
町
村

が
加
入
す
る
「
徳
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
が
行
い
ま
す
。

①
徳
島
県
内
に
居
住
す
る
７５
歳
以

上
の
方
（
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の

１
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担

限
度
額
お
よ
び
入
院
時
の
食
事
に

か
か
る
標
準
負
担
額
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
現

在
の
老
人
保
健
制
度
で
発
行
し
て

い
る
「
老
人
医
療
の
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
老
人
保
健
特
定
疾
病
受
療
証
」

「
老
人
医
療
の
一
部
負
担
金
減
免

証
明
書
」
は
、
新
た
に
徳
島
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

②
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま

す
。
賦
課
限
度
額
が
設
け
ら
れ
、

保
険
料
の
割
合
は
均
等
割
額
５

割
、
所
得
割
額
５
割
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
の
低
い
方
は
、
世
帯

の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
、
広
域
連
合
に
お
い

て
定
め
ら
れ
、
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
保

険
被
保
険
者
証
と
老
人
医
療
受
給

者
証
の
２
枚
を
病
院
等
の
窓
口
で

提
示
し
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
２０
年
４
月
か
ら
は
、
徳
島
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
発

行
す
る
被
保
険
者
証
１
枚
と
な
り

ま
す
。

一
般
の
方
は
１
割
負
担
、
現
役

並
の
所
得
の
あ
る
方
は
３
割
負
担

と
な
り
ま
す
。

一
定
の
障
害
を
有
す
る
方
で
広
域

連
合
長
が
認
定
し
た
方
を
含
む
）

は
、
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

②
す
で
に
、
現
行
老
人
保
健
制
度

で
寝
た
き
り
等
の
認
定
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
は
、
平
成
２０
年
４
月

か
ら
、
自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
本
人
か
ら
申
請
を

取
り
下
げ
る
旨
の
申
し
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
寝
た
き
り
等
の
障
害
を
有
す
る

方
で
６５
歳
に
な
っ
た
方
、
６５
歳
以

上
で
寝
た
き
り
等
の
障
害
を
有
し

た
方
は
、
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ

り
認
定
を
受
け
て
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担
の
な

か
っ
た
健
保
組
合
な
ど
の
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
高
齢
者
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

概
要

被
保
険
者
に
つ
い
て

被
保
険
者
証
は
ど
う
な
る
の
？

保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？

病
院
等
の
窓
口
で
の
自
己
負

担
は
？

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
、
一
部

負
担
金
減
免
証
明
書
に
つ
い
て

自
己
負
担
限
度
額
、
入
院
時

の
食
事
代
は
？

《問い合わせ》市国保年金課  蕁澤2213  蕭澤2243

老人保健制度と後期高齢者医療制度の違い 

運営主体 

現行老人保健制度 

75歳以上（65歳以上
の一定障害者含む） 

徳島県後期高齢者医
療広域連合 

1割負担（現役並の所
得者は3割） 

老人保健制度自体で
の保険料の負担はな
い。（国民健康保険や
社保等、それぞれの保
険者へ保険料を納付
する） 

広域連合が条例で定
めた保険料率により
算定し、原則として年
金から保険料を徴収
する。 

後期高齢者医療制度 

吉野川市 

同　左 

同　左 

対 象 者  

保 険 料  

自己負担 

老
人
保
健
制
度
が
平
成
２０
年
４
月
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」に
変
わ
り
ま
す

老
人
保
健
制
度
が
平
成
２０
年
４
月
か
ら

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」に
変
わ
り
ま
す



５
月
１３
日
、
江
原
中
学
校
（
美

馬
市
）
で
行
わ
れ
た
、
第
２３
回
わ

ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
県
予
選
兼

第
１１
回
県
小
学
生
五
月
大
会
で
、

学
島
小
学
校
４
年
生
の
松
崎
稜
く

ん
が
４
年
生
の
部
で
優
勝
し
ま
し

た
。
７
月
２９
日
に
東
京
両
国
国
技

館
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

松
崎
く
ん
は
、
毎
日
こ
だ
ま
会

館
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
６
月
１２
日
に
は

市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
全
国
大
会

へ
向
け
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

６
月
２
日
、
市
役
所
で
、
吉
野

川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会
の
設
立

総
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
振
興
協
会
は
、
吉
野
川
市

内
の
阿
波
踊
り
連
の
連
絡
調
整
、

郷
土
芸
能
と
し
て
の
阿
波
踊
り
の

振
興
と
吉
野
川
市
観
光
事
業
の
健

全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
長
に
松
島
一
光
さ
ん
（
き
ら

く
連
）
が
選
任
さ
れ
、
各
連
が
連

携
し
て
吉
野
川
市
内
の
阿
波
踊
り

の
発
展
の
た
め
協
力
し
、
各
種
大

会
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

◆
協
会
会
員
連

き
ら
く
連
・
高
越
連
・
ひ
ょ
こ
い

ち
連
・
ほ
が
ら
か
連
・
も
っ
こ
連

◆
賛
助
会
員
連

龍
虎
連
（
阿
波
市
）・
石
井
あ
い
っ

こ
連
（
石
井
町
）・
豆
狸
連
（
上
板

町
）

◆
名
誉
会
員

川
真
田
哲
哉
市
長

し
た
が
、
川
遊
び
や
ジ
ャ
ン
ベ
（
ア

フ
リ
カ
の
太
鼓
）
の
演
奏
と
い
っ
た

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ホ
タ
ル
は
こ
こ
数
年
で
は

一
番
の
大
発
生
で
あ
り
、
美
郷
の
自

然
の
美
し
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

５
月
２６
日
か
ら
６
月
１０
日
ま
で
、

美
郷
ほ
た
る
祭
り
を
開
催
し
ま
し

た
。祭

り
期
間
中
の
６
月
２
日
と
３

日
、
美
郷
ほ
た
る
館
の
駐
車
場
等
で
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
に
は
、
地
元
の
平
八
幡
神
社

の
氏
子
ら
に
よ
る
獅
子
舞
が
披
露
さ

れ
、
集
ま
っ
た
多
く
の
家
族
連
れ
ら

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
ホ
タ

ル
の
見
ご
ろ
と
な
る
午
後
８
時
ご
ろ

に
は
、
訪
れ
た
多
く
の
人
々
が
見
守

る
中
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
闇
の

中
に
ふ
わ
り
と
舞
い
、
幻
想
的
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

３
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
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き 

と 
ご 
で 
き 
ご 

と 
で 

市長に決意を述べる松崎くん

わ
ん
ぱ
く
相
撲
県
予
選
で

優
勝
！
　
全
国
大
会
へ

美
郷
ほ
た
る
祭
り

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

雨の中での釣りとなりました

よーく狙って！ 竹の輪投げ

多くの人でにぎわいました

６
月
４
日
、
市
役
所
で
、
自
衛
官

募
集
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式
を
行

い
ま
し
た
。
相
談
員
の
任
期
は
７
月

１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自
衛

官
志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や

地
方
連
絡
部
の
行
う
募
集
の
広
報
に

つ
い
て
の
援
助
を
行
っ
て
い
た
だ
く

方
々
で
す
。

ま
た
、
平
成
１９
年
度
自
衛
官
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
１７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
（
敬
称
略
）

山
下
　
智
（
鴨
島
町
）

瀬
尾
　
武
（
鴨
島
町
）

十
川
　
敬
（
川
島
町
）

椙
村
礼
子
（
山
川
町
）

尾
崎
暢
武
（
美
　
郷
）

前列左から十川さん、椙村さん、山下さん、
瀬尾さん、尾崎さん

阿
波
踊
り
振
興
協
会
設
立



６
月
４
日
、
療
養
所
で
暮
ら
す

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
を
招
い
て
の

交
流
会
が
、
川
島
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
元
婦
人
会
が
手
作

り
の
ち
ら
し
寿
司
な
ど
の
料
理
を

振
る
舞
い
、
日
本
舞
踊
な
ど
の
余

興
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
福
祉
団
体
関
係

者
ら
約
６０
人
と
交
流
し
ま
し
た
。

回
復
者
の
９４
歳
の
男
性
は
、「
自

分
の
心
中
に
も
差
別
や
偏
見
が
あ

り
、
自
分
は
差
別
さ
れ
て
当
然
の

人
間
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
今
は

社
会
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
の

で
、
考
え
を
改
め
な
い
と
い
け
な

い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
６８
歳
の
女
性
は
、「
手
作
り
の

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
問
題
で
お

悩
み
の
方
の
相
談
窓
口
だ
け
で
な

く
、
人
権
文
化
の
花
咲
く
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
地
道
な
人
権
啓

発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
２２
日
、
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

で
、「
１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の
６

月
１
日
、
市
内
２
か
所
で
人
権
相

談
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
内
３
か
所

の
量
販
店
駐
車
場
で
人
権
啓
発
・

人
権
相
談
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

エ
コ
バ
ッ
グ
を
配
布
し
ま
し
た
。

買
い
物
に
訪
れ
た
方
に
人
権
問
題

と
環
境
問
題
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
６
月
２２
日
に
は
、
鴨
島
小

学
校
、
知
恵
島
小
学
校
、
西
麻
植

小
学
校
、
飯
尾
敷
地
小
学
校
の
４

校
に
、
人
権
の
花
と
し
て
コ
ス
モ

ス
と
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
苗
計
４
０
０

本
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
花
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
花
を
大
事
に
育
て

る
こ
と
を
通
じ
て
思
い
や
り
の
心

を
育
て
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

寿
司
が
懐
か
し
く
、
お
い
し
く
て

涙
が
出
た
。
充
実
し
た
一
日
だ
っ

た
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
回
復
者
は
美
郷
の
ほ

た
る
を
見
学
、
市
内
で
１
泊
し
、

吉
野
川
市
を
後
に
し
ま
し
た
。
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ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
１
泊
里
帰
り
事
業
交
流
会

シ
ラ
ン
は
、
本
州
南
部
か
ら
四

国
、
九
州
に
分
布
し
、
湿
地
、
が

け
の
上
な
ど
に
生
え
る
多
年
草
で

す
。
地
下
に
あ
る
大
型
の
球
根
は
、

丸
く
て
平
ら
な
形
を
し
て
い
て
、

春
に
は
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
ま
た
、
秋
に
掘
り
出
し
た
球

根
は
、
水
洗
い
し
て
天
日
で
乾
燥

さ
せ
た
も
の
を
薬
用
し
ま
す
。
薬

効
と
し
て
は
、
止
血
や
痛
み
止
め

に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
外
用
と
し

て
切
り
傷
や
や
け
ど
な
ど
に
効
き

目
が
あ
り
ま
す
。

川
島
薬
草
園

シ
ラ
ン

ラ
ン
科〈表紙写真〉

回復者との交流会の様子市長（後列左から3人目）らと記念撮影

６
月
１５
日
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
市

長
を
は
じ
め
日
ご
ろ
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
方
々
に
お
花
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

園
で
は
毎
年
花
の
き
れ
い
な
こ

の
季
節
に
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の
心

を
込
め
て
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

し
て
い
ま
す
。

ろうそくのあかりに願いをこめて

１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト

お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

知
っ
と
る
で
？

人
権
擁
護
委
員

パンフレットやエコバッグを配る人権擁
護委員

人権の花と書かれたプランターに植えられます



ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
で
ご

み
を
減
ら
し
、
ま
た
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
こ
れ
は
何
か
に
使
え
な
い
か

な
？
」
と
楽
し
み
な
が
ら
実
行
し

て
い
く
と
資
源
を
大
切
に
す
る
生

活
に
な
り
ま
す
。
一
例
を
紹
介
し

ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
方
法
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
次
の
例
を

参
考
に
し
て
、
あ
な
た
な
ら
で
は

の
方
法
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
ト
レ
イ
を

簡
単
な
皿
と
し
て
再
利
用

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
ト
レ
イ

は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
軽
く
て
丈
夫
な
の
で
調

理
の
際
に
材
料
を
量
っ
た
り
食
材

を
置
い
た
り
す
る
の
に
便
利
で

す
。
そ
の
た
び
に
紙
な
ど
を
使
わ

ず
に
済
む
の
で
、
ご
み
減
ら
し
に

も
効
果
的
で
す
。

＊
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
自
動
水
や
り

器
と
し
て
利
用

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
の
部
分

合
は
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
間
違
え
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
い

れ
な
い
よ
う
に
。）

＊
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
た
わ
し
を
作
る

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
伸
ば
し
な
が

ら
、
ど
ん
ど
ん
結
び
目
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
を
丸
め
て
糸
で
く

く
る
と
、
一
足
で
た
わ
し
一
個
が

作
れ
ま
す
。
傷
を
つ
け
ず
に
ス
テ

ン
レ
ス
を
磨
く
こ
と
が
で
き
、
汚

れ
も
よ
く
落
ち
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー蕁

濆
５
６
９
７

西
環
境
セ
ン
タ
ー
蕁
瀚
５
３
３
３

に
小
さ
な
穴
を
い
く
つ
か
あ
け
て

水
を
い
れ
て
自
動
水
や
り
器
に
し

ま
す
。
鉢
植
え
の
横
に
逆
さ
ま
に

し
て
埋
め
て
お
く
と
、
留
守
の
と

き
に
役
に
た
ち
ま
す
。

＊
２
分
の
１
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
で
節
約

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
箱
ご
と
は
さ
み

で
半
分
に
切
っ
て
「
２
分
の
１
テ

ィ
ッ
シ
ュ
」
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
る
ま
る
一
枚
使
う
の
が
惜

し
い
と
き
に
重
宝
し
ま
す
。

＊
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
断
る

興
味
の
な
い
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
は
未
開
封
の
ま
ま
「
受
け
取
り

拒
否
」
と
書
い
て
ポ
ス
ト
に
入
れ

る
と
差
出
人
に
戻
り
ま
す
。（
※

民
間
業
者
に
よ
る
メ
ー
ル
便
の
場

2007年（平成19年）7月11日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

信
号
が
　
青
で
も
必
ず
　
左
右
確
認

谷
本
　
彩
香
（
山
川
中
学
校
三
年
）

ご
み
を
考
え
る
！

楽
し
く
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！



2007年（平成19年）7月11日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

安
全
は
　
一
人
一
人
の
　
心
が
け

三
並
　
春
菜
（
山
川
中
学
校
三
年
）

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
澡

講
演
テ
ー
マ

「
な
く
す
か
ら
止
め
る
へ
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
在
住
。

差
別
は
い
け
な
い
。
差
別
は
悪

い
こ
と
だ
。
と
頭
の
中
で
認
識
し

て
い
な
が
ら
、
奧
の
片
隅
で
チ
ョ

ッ
ピ
リ
差
別
意
識
が
残
っ
て
い

る
。
そ
の
チ
ョ
ッ
ピ
リ
が
い
つ
の

間
に
か
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が

れ
る
負
の
遺
産
と
な
る
。

「
も
っ
と
積
極
的
に
、
差
別
す

る
の
を
止
め
へ
ん
で
…
」

あ
な
た
に
第
一
種
接
近
遭
遇
。

魂
を
開
拓
す
る
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

蕁
澤
２
２
２
９

講
師
団
活
躍
中

傑
怪

山上
やまがみ

治
じ

朗
ろう

働
く
女
性
の
場
合
、
出
産
を
機

に
子
育
て
の
た
め
に
退
職
す
る
場

合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
子
育
て
中
の
方
の
再

就
職
や
求
職
活
動
を
支
え
る
相
談

窓
口
「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
と
く
し

ま
」
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

と
く
し
ま
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。子

ど
も
連
れ
の
相
談
者
に
十
分

配
慮
し
た
施
設
で
す
。
育
児
を
し

な
が
ら
求
職
活
動
さ
れ
て
い
る
方

は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
子
育

て
中
の
男
性
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
ゆ
っ
た
り
と
し
た
職
業
相
談
ブ

ー
ス
は
、
予
約
・
担
当
者
制
で
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
ま
た
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
で
遊
ば
せ
な
が
ら
職

業
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
簡
易
授
乳
室
や
お
む
つ
交
換

台
も
備
え
て
い
ま
す
。

生
徒
会
人
権
委
員
会
活
動
の
活

性
化
と
、
保
護
者
の
方
々
へ
の
啓

発
を
推
進
す
る
た
め
、「
人
権
新

聞
」
の
発
行
を
始
め
ま
し
た
。

授
業
や
行
事
で
の
人
権
学
習
や

部
活
動
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
報

告
で
紹
介
し
ま
し
た
。
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
も
３
回
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
は
編
集
や
構
成
ま

で
、
人
権
委
員
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
参
加
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
蕁
澤
２
２
２
９

本
校
は
、
昨
年
度
県
立
中
学
校

が
開
校
し
、
新
し
い
体
制
や
状
況

に
対
応
し
た
人
権
教
育
の
形
を
整

え
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
生
徒

の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

川
島
高
等
学
校
の
部
活
動
の
中

に
は
人
権
研
究
部
が
あ
り
、
活
発

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

に
も
開
校
と
同
時
に
人
権
研
究
部

が
で
き
、
で
き
る
だ
け
高
校
生
の

部
員
と
と
も
に
活
動
で
き
る
よ
う

な
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

人
権
研
究
部
で
は
、
近
隣
中
学

校
と
の
交
流
会
を
は
じ
め
、
県
教

育
委
員
会
主
催
の
「
中
・
高
生
に

よ
る
人
権
交
流
集
会
」
に
積
極
的

に
参
加
し
、
学
校
間
や
校
種
間
を

こ
え
て
本
音
で
語
り
合
う
仲
間
づ

く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
本
校
部
員
が
実
行
委

員
長
を
務
め
る
な
ど
大
活
躍
し
ま

し
た
。

◆
２
台
の
求
人
検
索
機
を
使
っ
て

求
人
検
索
が
で
き
ま
す
。
ま
た
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
職
業
適
性
検

査
の
実
施
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
求
人
情
報
検
索
も
で
き
ま
す
。

◆
地
域
の
保
育
施
設
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報
や
地
方
公
共

団
体
等
が
実
施
し
て
い
る
再
就
職

支
援
事
業
な
ど
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

◆
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
や

す
い
求
人
の
確
保
・
事
業
所
情
報

の
収
集
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

◆
求
職
活
動
に
役
立
つ
再
就
職
セ

ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
ま
す
。

マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
と
く
し
ま
の

特
徴

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
中
高
一
貫
の
人
権
教
育
を

め
ざ
し
て
」―

川
島
高
等
学
校
―

育
児
を
し
な
が
ら
就
職
を
希
望

す
る
方
を
応
援
！

「
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
と
く
し
ま
」

◎
マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
と
く
し
ま

徳
島
市
寺
島
本
町
西
１
丁
目
６１

徳
島
駅
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
５
階

利
用
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

休
日

土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
・
ク
レ
メ
ン
ト
休
館
日

蕁
０
８
８（
６
１
１
）１
２
１
１

蕭
０
８
８（
６
１
１
）１
７
５
３

これまでに発行した人権新聞

人
権
研
究
部
の
活
動

人
権
新
聞
の
発
行



季
節
の
行
事
を
楽
し
ん
だ
り
、

ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
た
り
、
み
ん
な

で
楽
し
ん
で
い
る
よ
。
各
館
で
、

乳
幼
児
対
象
の
遊
び
も
行
っ
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
来
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

利
用
の
申
し
込
み

毎
年
、
児
童
館
利
用
登
録
申
請

書
を
利
用
す
る
児
童
館
に
提
出
し

て
、
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

書
類
は
各
児
童
館
に
あ
り
ま
す
。

利
用
料
金
な
ど

自
由
に
来
館
で
き
、
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

お
近
く
の
児
童
館
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
館
は
、
健
全
な
遊
び
や
体

験
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
健
康
の
増
進
と
健
や
か
な
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
た
仲
間
づ
く
り
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
吉
野
川
市

内
に
は
次
の
４
館
が
あ
り
ま
す
。

★
開
館
時
間
や
休
館
日
は
児
童
館

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
児
童
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

2007年（平成19年）7月11日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

交
通
の
　
ル
ー
ル
は
守
ら
な
　
あ
か
ん
で
よ

岡
本
　
愼
司
（
山
川
中
学
校
三
年
）

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
で
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

診
断
書
・
現
況
届
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
必
要
事
項
を
記
入
（
診

断
書
は
医
師
の
証
明
が
必
要
）
の

上
、
７
月
３１
日
貂
ま
で
に
国
保
年

金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
た
は
支

所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
１９
年
７
月
か
ら
申
請
免
除

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
（
ゴ

ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印
以
外
の
も

の
）
を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課

ま
た
は
支
所
地
域
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
離
職
な
ど
の
理
由
で

免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
離

職
票
（
ま
た
は
受
給
資
格
者
証
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
８（
６
５
２
）２
８
０
０

市
国
保
年
金
課
　
国
民
年
金
係

蕁
澤
２
２
１
３

国民年金
だより

障
害
基
礎
年
金
の
現
況
届
等
の

提
出
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
申
請
免
除
の
受
け

付
け
が
始
ま
り
ま
し
た

―
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆

さ
ん
へ
―

平
成
９
年
の
基
礎
年
金
番
号
の

導
入
以
降
、
記
録
を
結
び
つ
け
る

た
め
の
照
会
を
全
被
保
険
者
に
行

い
、
ま
た
、
年
金
の
請
求
時
に
も

ご
本
人
に
確
認
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
約
５
０
０
０
万
件
（
平
成
１８

年
６
月
現
在
）
の
記
録
が
、
基
礎
年

金
番
号
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
未
統
合
の
記
録
は
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ま
ま
で
は
年
金
支
給
に
結
び
つ

か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
約
５
０
０
０
万
件
の
記
録
を
、

被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
記
録

と
突
き
合
わ
せ
、
未
統
合
の
記
録

が
あ
る
場
合
や
可
能
性
の
あ
る
方

に
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
社
会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記
録

が
な
い
場
合
に
は
、
領
収
書
等
の

証
拠
が
な
く
て
も
、
銀
行
通
帳
の

出
金
記
録
、
元
雇
用
主
の
証
言
な

ど
を
根
拠
と
し
て
、
第
三
者
委
員

会
で
判
断
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を

作
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■
社
会
保
険
事
務
所
の
専
用
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
で

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

蕁（
０
１
２
０
）６
５
７
８
３
０

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る
年
金
加
入

履
歴
の
取
得
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（http
://w
w
w
.sia.g

o
.jp

）

基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ
統
合

さ
れ
て
い
な
い
年
金
記
録
も
、

大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す

年
金
記
録
問
題
へ
の
新
対
応

策
を
進
め
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
に
は
真し
ん

摯し

に
対

応
し
ま
す

あ
な
た
の
年
金
記
録
を
も
う
一
度

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い

社
会
保
険
庁
か
ら
の

お
知
ら
せ

児
童
館
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
？

児
童
館
に
来
て
み
ま
せ
ん
か

わ
く
わ
く
子
育

わ
く
わ
く
子
育
て 

仲
間
シ
リ

仲
間
シ
リ
ー
ズ 

わ
く
わ
く
子
育

わ
く
わ
く
子
育
て 

仲
間
シ
リ

仲
間
シ
リ
ー
ズ 

わ
く
わ
く
子
育
て 

仲
間
シ
リ
ー
ズ 

市内にある児童館 

鴨 島 児 童 館  

鴨島南児童館 

八 坂 児 童 館  

近 久 児 童 館  

鴨島町鴨島乙897番地23 
蕁24-2379

住所・電話番号 児童館名 

鴨島町飯尾550番地76 
蕁22-2277
山川町安楽寺165番地 
蕁42-6828
川島町学字近久157番地2 
蕁25-4985



た
だ
き
ま
す
。
後
日
、
照
会
文
書

は
申
請
窓
口
ま
で
お
持
ち
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
）

●
手
数
料
　
５
０
０
円
（
カ
ー
ド

交
付
時
）

※
申
請
か
ら
カ
ー
ド
の
発
行
ま
で

は
、
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課
　
住
民
登
録
係

蕁
澤
２
２
１
０

７
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
第

１
期
）
と
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
７
月
３１
日
貂

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

蕁
澤
２
２
１
５

７
月
は
、
介
護
保
険
料
第
１
期

（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
７
月
３１
日
貂

問
い
合
わ
せ

市
介
護
障
害
課
　
介
護
保
険
係

蕁
澪
６
６
２
６

７
月
は
乳
幼

児
等
医
療
費
受

給
者
証
の
更
新

月
で
す
。
対
象

乳
幼
児
等
が
い

る
方
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
中
、
郵
便
で
の
申
請
も

受
け
付
け
し
ま
す
。

対
象
乳
幼
児
等

平
成
１２
年
９
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
乳
幼
児
等

受
付
期
間

７
月
３１
日
貂
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
付
場
所

子
育
て
支
援
課
（
川

島
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域

課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
交

付
申
請
書
（
対
象
と
な
る
受
給
者

に
送
付
し
て
い
ま
す
）

●
対
象
乳
幼
児
等
が
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
ま
た

は
、
そ
の
写
し

●
印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印

カ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。

住
基
カ
ー
ド
は
、
吉
野
川
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
ど
な

た
で
も
持
つ

こ
と
が
で
き

ま
す
。

住
基
カ
ー

ド
に
は
写
真

付
き
タ
イ
プ

と
写
真
が
な
い
タ
イ
プ
の
２
種
類

が
あ
り
、
希
望
す
る
カ
ー
ド
を
選

択
で
き
ま
す
。「
写
真
付
き
タ
イ

プ
」
は
、
顔
写
真
と
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証

な
ど
と
同
様
に
、
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
申
請
窓
口

市
民
生
活
課
（
市
役
所
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）、
カ
ー
ド
受
け
取
り
は
、

市
民
生
活
課
と
山
川
支
所
の
み

●
必
要
書
類

写
真
１
枚
（
写
真
付
き
住
基
カ

ー
ド
希
望
の
方
の
み
縦

袍
横
　

袍
の
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
）
・
印
鑑
・
官
公
署
発
行
の

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
顔

写
真
付
き
の
証
明
書
が
な
い
場
合

は
、
ご
本
人
あ
て
に
照
会
文
書
を

郵
送
し
、
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い

療
費
受
給
者
認
定
の
更
新
月
で

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別
に

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
更

新
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

７
月
２０
日
貊
ま
で

受
付
場
所

介
護
障
害
課
障
害
福

祉
係
（
川
島
庁
舎
１
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受

給
者
認
定
（
更
新
）
申
請
書
（
各

受
給
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
）

●
受
給
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
証
の
写
し

●
介
護
証
明
書
（
身
体
障
害
者
手

帳
２
級
所
有
者
の
う
ち
、
常
時
介

護
を
要
す
る
老
人
保
健
医
療
の
非

該
当
者
の
み
）

●
課
税
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
平

成
１９
年
度(

平
成
１８
年
中)

所
得
課

税
証
明
書
（
平
成
１９
年
１
月
２
日

以
降
に
吉
野
川
市
に
転
入
し
た

方
、
扶
養
義
務
者
が
吉
野
川
市
以

外
に
在
住
の
方
、
お
よ
び
住
所
地

特
例
該
当
者
の
み
）

問
い
合
わ
せ

市
介
護
障
害
課
　
障
害
福
祉
係

蕁
澪
６
６
１
３

正
式
名
称
を
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
と
い
い
、
市
区
町
村
が

交
付
す
る
安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ

以
外
の
も
の
）

※
平
成
１９
年
１
月
２
日
以
降
に
吉

野
川
市
に
転
入
ま
た
は
、
市
外
で

課
税
さ
れ
て
い
る
乳
幼
児
等
の
保

護
者
は
、
次
の
書
類
も
必
要
で
す
。

◎
課
税
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
平

成
１９
年
度
（
平
成
１８
年
中
）
の
所

得
課
税
証
明
書
。

問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

〒
７
７
９
―
３
３
９
５
　
吉
野
川

市
川
島
町
钁
村
２
４
２
１
番
地
１

吉
野
川
市
子
育
て
支
援
課
　
児
童

母
子
福
祉
係

蕁
澪
６
６
１
４

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ

て
の
方
は
、「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ

提
出
が
で
き
て
い
な
い
方
は
、
早

急
に
子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁
舎

１
階
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課
　
児
童
母
子
福

祉
係

蕁
澪
６
６
１
４

７
月
は
重
度
心
身
障
害
者
等
医

2007年（平成19年）7月11日
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気
の
ゆ
る
み
　
事
故
し
て
か
ら
で
は
　
お
そ
す
ぎ
る

安
藤
　
　
優
（
山
川
中
学
校
二
年
）

情
報
ひ
ろ
ば 

お
知
ら
せ

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者

証
の
更
新

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
手
当
現
況
届

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療

費
受
給
者
認
定
の
更
新

「
住
基
カ
ー
ド
」
を
ご
存
知

で
す
か
？

４.５

３.５

７
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（
第
１
期
）と
固
定
資
産
税

（
第
２
期
）の
納
付
月

７
月
は
介
護
保
険
料
の
納

付
月
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確
認
は
　
ム
ダ
と
思
わ
ず
　
も
う
一
度

福
岡
　
大
樹
（
山
川
中
学
校
二
年
）

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
、
換

気
扇
を
回
さ
ず
使
用
し
て
い
た
た

め
、
死
亡
に
至
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸

器
を
使
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
換

気
扇
を
回
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
　
総
務
係蕁

澤
２
２
３
１

連
絡
先

徳
島
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

♯
９
１
１
０
ま
た
は
、

蕁
０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０

吉
野
川
警
察
署

蕁
澪
６
１
１
０

不
正
に
入
手
し
た
個
人
情
報
を

も
と
に
詐
欺
行
為
が
行
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
口
座
か
ら
口
座
へ
直
接

送
金
す
る
口
座
振
替
詐
欺
、
現
金

書
留
・
郵
便
小
包
な
ど
で
現
金
を

送
ら
せ
る
詐
欺
事
件
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
（
お
れ
お
れ
詐

欺
、
架
空
・
不
当
請
求
な
ど
）
の

被
害
が
現
在
も
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

現
在
、
犯
行
の
手
口
も
多
様
化

し
て
お
り
、
家
族
の
ほ
か
公
務
員

や
弁
護
士
を
名
乗
り
電
話
を
か
け

て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

複
数
の
人
が
登
場
し
、
何
人
も
の

役
が
演
じ
ら
れ
、
金
銭
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
し
ま
す
。

国土交通省からのお知らせ 

吉野川河川敷で、火災が多発
しています。 

タバコなどの火の不始末
等、十分に注意して

ください。 

また、河川敷への不法投棄は
絶対にやめましょう。 

吉野川は私たちの宝です
。みんなで大切に

しましょう！！ 

国土交通省 
徳島河川国道事務所 

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

蛯

◆
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
続
い
て
い
ま
す
！！
◆

●
動
揺
せ
ず
、
冷
静
に
対
処

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ま
ず
本
人
や
家
族
、
勤
務

先
の
関
係
者
な
ど
に
確
認
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
電
話
を
切

っ
た
後
、
本
人
や
家
族
に
連

絡
を
と
っ
て
、
事
実
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
相
手
に
自
分
の
個
人
情
報

を
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
相
手
が
警
察
官
や
弁
護
士

を
名
乗
っ
て
い
る
場
合
は
い

っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
、
確

認
の
電
話
を
入
れ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
警
察
官
を
装
い
、
示
談
金

の
支
払
い
を
す
す
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
警
察
が
示

談
を
す
す
め
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
弁
護
士
や

保
険
会
社
が
示
談
金
の
振
り

込
み
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。
お
金
を

振
り
込
む
前
に
家
族
や
警
察

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
審
に
思
う
こ
と
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
家
族
や
親
せ
き
、

身
内
の
方
と
情
報
を
共
有
し
、

防
犯
意
識
を
高
め
、
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

対
処
法

ニセ弁護士 

ニセ警察官 

すぐにお金を 
振り込んで！ 

ご主人が 
ちかんをして警察に 
捕まっています 

○○万円の 
示談金を 
支払えば… 

相談しましょう 

最
近
の
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
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運
転
中
　
か
け
る
な
ケ
ー
タ
イ
　
ベ
ル
ト
を
か
け
ろ

川
端
　
麻
莉
（
山
川
中
学
校
二
年
）

農
地
・
農
業
水
路
・
農
道
な
ど

が
災
害
を
受
け
た
ら
…

大
雨
、
台
風
と
自
然
災
害
の
発

生
し
や
す
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

農
地
や
農
業
水
路
、
農
道
な
ど

の
農
業
用
施
設
が
災
害
を
受
け
た

場
合
、
国
な
ど
の
補
助
に
よ
る
災

害
復
旧
事
業
が
あ
り
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
ら
！

耕
地
課
事
業
係
（
山
川
庁
舎
２

階
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
、
大
雨
、
洪
水
の
状

況
を
写
真
に
撮
っ
て
お
く
と
後
で

役
立
ち
ま
す
。

大
雨
や
台
風
の
後
は
市
内
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
災
害
状
況
の

把
握
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
農
地
や
水
路
が
被
災
し
た
場

合
は
耕
地
課
事
業
係
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

事
業
の
目
的

異
常
な
天
然
現
象
（
暴
風
、
洪

水
、
地
す
べ
り
、
地
震
、
そ
の
他
）

に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
農
地
、

内
容
に
よ
っ
て
は
、
継
続
的
な
相

談
や
他
機
関
へ
の
紹
介
等
を
し
ま

す
。

相
談
内
容

①
朝
に
な
る
と
体
の

不
調
を
訴
え
る
②
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
、

登
校
し
た
が
ら
な
い
③
こ
と
ば
や

学
習
の
遅
れ
が
気
に
な
る
④
友
だ

ち
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
な
い
⑤

親
が
自
分
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
く

れ
な
い
⑥
夜
遊
び
が
多
く
な
っ
た

な
ど

所
在
地

山
川
庁
舎
３
階

相
談
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

つ
つ
じ
学
級
と
は
…

①
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
学
校
に
通

学
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
・
生

徒
が
、
学
校
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
、

一
時
的
に
通
う
学
級
で
す
。

②
学
級
へ
子
ど
も
が
通
え
な
く
て

も
（
で
き
な
く
て
も
）
保
護
者
や

本
人
を
対
象
と
し
た
教
育
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

③
長
い
間
学
校
に
通
学
で
き
な

い
、
ま
た
つ
つ
じ
学
級
に
通
う
こ

と
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に
は
学

校
と
連
携
し
て
家
庭
訪
問
を
行
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

い
き
い
き
吉
野
川
っ
子
相
談
室
・

適
応
指
導
教
室
「
つ
つ
じ
学
級
」

蕁
瀚
４
１
２
７

「
ひ
き
こ
も
り
問
題
と
は
〜
治
療

的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
〜
」

徳
島
大
学
病
院
精
神
科
神
経
科

瀧
川
裕
美
子
さ
ん

●
第
２
回
　
８
月
１３
日
豺

「
ひ
き
こ
も
り
青
年
へ
の
関
わ
り
」

こ
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

佐
藤
幸
男
さ
ん

●
第
３
回
　
８
月
２０
日
豺

「
ひ
き
こ
も
る
心
理
と
親
の
役
割
〜

治
療
場
面
で
の
関
わ
り
か
ら
〜
」

秋
田
病
院
臨
床
心
理
士

高
川
明
美
さ
ん

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

吉
野
川
保
健
所
　
健
康
対
策
係

蕁
濆
１
１
１
４

吉
野
川
市

で
は
、
い
じ

め
・
不
登
校

な
ど
各
種
教

育
問
題
で
悩

む
子
ど
も
や

保
護
者
・
教

職
員
の
方
の

た
め
に
、「
教
育
相
談
室
」「
つ
つ

じ
学
級
」
を
開
設
し
、
相
談
・
指

導
・
援
助
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
制
度
で
す
。
す
べ
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

仮
に
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃

金
を
労
使
合
意
の
上
で
定
め
て

も
、
そ
れ
は
法
律
に
よ
り
無
効
と

さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
定

め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
労
働
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
　
賃
金
室

蕁
０
８
８（
６
５
２
）９
１
６
５

ひ
き
こ
も
り
問
題
を
家
族
だ
け

で
抱
え
込
ま
ず
情
報
提
供
の
場
、

相
談
の
場
と
し
て
ひ
き
こ
も
る
青

年
の
心
理
や
、
関
わ
り
方
に
つ
い

て
学
習
し
ま
す
。

と
こ
ろ

吉
野
川
保
健
所

受
講
時
間

午
後
２
時
〜
４
時

（
途
中
参
加
、
途
中
退
席
可
能
）

対
象
者

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
思
春
期
、
青
年
期
の
人
（
原
則

１８
歳
か
ら
３０
歳
代
）
の
保
護
者

受
講
料

無
料

申
込
締
切

８
月
２
日
貅

●
第
１
回
　
８
月
３
日
貊

農
業
用
施
設
を
原
形
に
復
旧
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

※
原
形
復
旧
　
被
災
し
た
農
地
等

を
被
災
前
の
位
置
に
形
状
・
寸

法
・
材
質
の
等
し
い
農
地
等
に
復

旧
す
る
こ
と
。

異
常
な
る
天
然
現
象
の
要
件

①
降
雨
…
日
雨
量
８０
袢
か
時
間
雨

量
２０
袢
以
上

②
洪
水
…
河
川
の
警
戒
水
位
ま
た

は
堤
防
の
１
／
２
以
上
の
水
位

③
地
震
、
地
す
べ
り
、
干
ば
つ
、

暴
風
、
落
雷
、
そ
の
他

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
耕
地
課
　
事
業
係蕁

瀚
３
０
９
９

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低

限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災

害
復
旧

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

こ
の
最
低
賃
金

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
家
族

学
習
会

平
成
１８
年
１０
月
１
日
発
効

徳
島
県
最
低
賃
金

6
1
7
円

特
定
の
産
業
に
は
、
産
業
別
最
低

賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談

教
育
問
題
に
悩
ん
だ
ら
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
！

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。
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「
急
い
で
た
」

そ
ん
な
言
い
訳
　
通
ら
な
い

寒
川
　
裕
未
（
山
川
中
学
校
一
年
）

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

８
月
６
日
豺
・
２０
日
豺

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

７
月
１１
日
貉
、
８
月
８
日

貉午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

蕁
濆
２
１
６
６

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
国
立
県

営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
平
成
１９
年
１０
月
入
校
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

身
体
障
害
者

募
集
科
目
・
定
員

オ
フ
ィ
ス
ワ

ー
ク
事
務
科
後
期
生
／
１５
人

譛
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
・
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お

り
、
一
律
１０
万
円
（
沖
縄
は
５
万

円
）
で
参
加
で
き
ま
す
。

本
年
度
は
、
９
月
に
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
１０
月
に
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ

ー
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ト
ラ
ッ

ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
１１
月
に

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
１２
月
に
沖

縄
、
１
月
に
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、

２
月
に
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

諸
島
の
地
域
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
や
日
程
な

ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

譛
徳
島
県
遺
族
会

蕁
０
８
８（
６
５
２
）７
６
５
３

蕭
０
８
８（
６
５
２
）７
６
５
４

●
所
得
・
課
税
証
明
書
（
家
族
で

収
入
の
あ
る
方
全
員
分
必
要
）

●
完
納
（
納
税
）
証
明
書

※
こ
れ
以
外
に
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
都
市
計
画
住
宅
課
　
住
宅
係

蕁
澤
２
２
２
５

放
送
大
学
で
生
涯
学
習
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
大
学
教
育
を

一
科
目
か
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
べ

ま
す
。
最
新
の
知
識
を
仕
事
や
家

庭
生
活
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
す
れ
ば
「
大
卒
」「
修
士
」

等
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
入

試
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

８
月
１５
日
貉
ま
で

募
集
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８（
６
０
２
）０
１
５
１

募
集
住
宅
お
よ
び
予
定
戸
数

西
麻
植
第
３
団
地(

鴨
島
町)

１
戸
、

奈
良
団
地
（
川
島
町
）
１
戸
、
祇

園
団
地
（
山
川
町
）
１
戸
、
西
山

団
地
（
山
川
町
）
１
戸

家
賃

収
入
に
応
じ
て
決
定

申
込
期
間

７
月
３１
日
貂
ま
で

申
し
込
み
で
き
る
方

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る

方②
所
得
が
所
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方

③
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
い
る
方

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
６
月
１
日
付
国
土
交
通
省
住
宅

局
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
警
察
か

ら
暴
力
団
員
と
認
定
さ
れ
た
人
は

入
居
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２

階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

添
付
書
類
を
添
え
て
都
市
計
画
住

宅
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
添
付
書
類

受
付
期
間

７
月
２６
日
貅
ま
で

選
考
日

８
月
６
日
豺

連
絡
先

〒
６
６
４
―
０
８
４
５

兵
庫
県
伊
丹
市
東
有
岡
４
丁
目
８

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

蕁
０
７
２（
７
８
２
）３
２
１
０

蕭
０
７
２（
７
８
２
）７
０
８
１

皆
さ
ん
は
今
年
、
ホ
タ
ル
を
見

ま
し
た
か
？
　
ホ
タ
ル
と
出
会
っ

た
夢
体
験
を
絵
手
紙
に
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
内

の
各
施
設
に
備
え
付
け
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
民
文
化
祭
推
進
係

蕁
澤
２
２
３
６

巡
回
職
業
相
談

募
集

８
月
１０
日
貊
ま
で
！

ホ
タ
ル
絵
手
紙
展
作
品

募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

ぜひ ご応募 
ください！ 

１０
月
入
校
の
職
業
訓
練
生

募
集

放
送
大
学
１０
月
入
学
生

募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
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携
帯
を
　
使
っ
て
い
る
と
　
事
故
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ

明
石
　
智
史
（
美
郷
中
学
校
三
年
）

やめようポイ捨て！　わたしたちのまちを美しく。

平 成 19 年 度 自 衛 官 等 募 集 案 内 
募　集　種　目 

防 衛 大 学 校  
学 生  

2等陸・海・空士 

防衛医科大学校学生 
航空学生 
看護学生 
一般曹候補生 

高卒（見込含）21歳未満の方 
高卒（見込含）21歳未満の方 
高卒（見込含）24歳未満の方 
18歳以上27歳未満の方 

9月7日～28日 
8月1日～9月7日 
9月7日～28日 
8月1日～9月7日 

高卒（見込含）21歳未満の方 
（高等学校長の推薦等が別途必要です） 

18歳以上27歳未満の方 

9月5日～7日 

年間を通じて行って
います。 

9月7日～28日 

8月1日～9月7日 

11月3日・4日 
  9月22日 
10月14日 
  9月17日 

  9月23日・24日 

受付時にお知らせし
ます。 

11月10日・11日 

  9月24日・25日 

18歳以上27歳未満の方 

高卒（見込含）21歳未満の方 
（自衛官は23歳未満） 

推 薦  

男 子  

一 般  

女 子  

※詳しくは、自衛隊鴨島地域事務所（蕁濆7008）まで、お早めにお問い合わせください。 

資　　　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日 

高
　
　
卒
　
　
等 

記
念
講
演

「
ス
ト
レ
ス
に
負
け

ず
に
元
気
に
暮
ら
す
」

講
師

精
神
科
医
　
帝
塚
山
学
院

大
学
教
授
　
香
山
リ
カ
さ
ん

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

後
援

吉
野
川
市
、
市
教
育
委
員

会
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会蕁

瀚
２
０
８
９

看
護
学
校
に
興
味
の
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

と
き

７
月
３０
日
豺

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

東
徳
島
病
院
附
属
看
護

学
校
（
板
野
町
大
寺
字
大
向
北
１

―
１
）

内
容

学
校
紹
介
、
在
校
生
と
の

座
談
会
、
公
開
講
座
「
生
命
の
サ

イ
ン
！
　
あ
な
た
の
音
は
？
」、

看
護
技
術
プ
チ
体
験

参
加
料

無
料

申
込
期
限

７
月
２０
日
貊
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

東
徳
島
病
院
附
属
看
護
学
校

蕁
０
８
８（
６
７
２
）４
５
３
４

出
演
者

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
、
楽
々

バ
ン
ド

と
き

７
月
２８
日
貍

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

す
だ
ち
作
業
所
（
鴨
島

町
喜
来
）

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街

内
容

店
舗
に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー

プ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
画
家
・
写
真

家
等
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

目
的

地
域
の
発
展
と
芸
術
文
化

の
振
興

設
置
店
舗
等
の
詳
し
い
こ
と
は

蕁
濆
７
８
２
６
（
那
須
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu
.o
r.jp
/kam

o
ji

m
a/m
achico

n/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

蕁
濆
３
７
２
５（
鎌
田
）

と
き

８
月
４
日
貍
午
後
１
時
３０

分
〜
（
受
付
午
後
０
時
３０
分
〜
）

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

送
迎
の
み
も
可
）

定
員

各
４０
人
（
先
着
順
）

服
装

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、

運
動
靴

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

午
前
中
に
周
辺
の
植
物
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

７
月
１５
日
豸
、
８
月
１２
日

豸
・
２６
日
豸

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
３
時

費
用

諸
雑
費
５
０
０
円

昼
食
代
７
０
０
円

準
備
物

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
筆
記
用

具
、
は
さ
み
、
新
聞
紙
５０
枚

※
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い
る

標
本
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

午
前
中
に
周
辺
の
昆
虫
採
集
を

し
、
午
後
は
標
本
作
り
を
し
ま
す
。

と
き

８
月
５
日
豸
・
１９
日
豸

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

費
用

標
本
箱
３
５
０
０
円

諸
雑
費
５
０
０
円

昼
食
代
７
０
０
円

※
採
集
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
各
自
で
す
で
に
採
集
し
て
い

る
虫
の
名
前
も
調
べ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

こ
う
つ
の
里

蕁
瀚
５
５
０
６

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
５

と
こ
ろ

こ
う
つ
の
里
（
山
川
町
）

対
象
者

小
学
校
３
年
生
以
上
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
は

催
し

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

出
前
コ
ン
サ
ー
ト

ま
ち
か
ど
美
術
館

自
然
教
室
の
ご
案
内

植
　
物

昆
　
虫

第
３
回
吉
野
川
市
社
会
福

祉
大
会

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
！

森
藤
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

で
は
、
次
の
と
お
り
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

募
集
区
画
数

森
藤
　
４
区
画
（
１
区
画
２５
裃
・

約
７
坪
）

所
在
地

森
藤
…
鴨
島
町
森
藤
字
桑
田
７
８

７
番
地
１

利
用
期
間

平
成
１９
年
８
月
１
日

貉
〜
平
成
２０
年
３
月
３１
日
豺

利
用
料
金

２
０
０
０
円

農
機
具
等

主
な
農
機
具
の
無
償

貸
与
（
管
理
機
、
噴
霧
器
等
）

申
込
期
間

７
月
１９
日
貅
〜
２５
日
貉

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
農
業
振
興
課

蕁
澤
２
２
２
８

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

利
用
者
募
集
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標
語
優
秀
作
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事
故
な
ん
か
で
　
む
だ
に
す
る
な
よ
　
命
は
一
つ

天
野
　
大
仁
（
美
郷
中
学
校
三
年
）

と
き

８
月
１８
日
貍

午
後
２
時
〜
５
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
北
側
ひ
ろ

ば
模
擬
店
チ
ケ
ッ
ト
は
７
月
２９
日

豸
か
ら
鴨
島
公
民
館
で
発
売
。
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◆
特
技
を
持
っ
て
集
ま
ろ
う
！

夏
ま
つ
り
で
特
技
を
披
露
し
て

く
れ
る
小
・
中
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

受
付
期
間

８
月
４
日
貍
ま
で

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

し
ま
す
）

イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
、
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
お
電
話
く
だ

さ
い
。

①
鴨
島
公
民
館
夏
ま
つ
り

実
施
日

８
月
１８
日
貍

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

募
集
対
象

中
学
生
〜
一
般

募
集
人
員

２０
人
程
度

仕
事
内
容

模
擬
店
舗
の
運
営

自
然
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を

養
う
た
め
の
こ
ど
も
俳
句
に
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
き

７
月
２８
日
貍

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ

川
島
公
民
館
（
小
学
校

１
〜
３
年
生
）、
文
化
研
修
セ
ン

タ
ー
（
小
学
校
５
〜
６
年
生
・
中

学
生
）

参
加
費

無
料

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
藍

染
め
、
も
の
創
り
の
楽
し
さ
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
？

と
き

７
月
２８
日
貍

午
前
８
時
４０
分
〜
正
午

と
こ
ろ

藍
工
房
専
修
舘
（
鴨
島

町
喜
来
の
徳
住
寺
境
内
）

参
加
費

実
費
（
材
料
費
）

※
先
着
順
に
受
け
付
け
し
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

主
催

吉
野
川
市
文
化
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー蕁

澤
０
０
１
５

準
備
物

運
動
し
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル

と
き

１１
月
１２
日
豺

午
後
１
時
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

和
室

内
容

「
高
齢
期
の
う
つ
状
態
に

つ
い
て
」

定
員

４０
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

蕭
濆
５
１
１
３

吉
野
川
市
文
化
協
会
の
美
術
団

体
を
中
心
に
美
術
愛
好
家
の
作
品

展
で
す
。

と
き

７
月
１４
日
貍
〜
１６
日
豺

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

と
鴨
島
公
民
館
の
共
催
で
介
護
予

防
の
目
的
で
実
施
し
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
方
が
対
象

で
す
。

と
き

９
月
〜
１１
月
の
第
３
土
曜

日
（
全
３
回
）

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

調
理
室

内
容

「
長
寿
と
健
康
食
」「
食
習

慣
の
見
直
し
」「
作
る
楽
し
さ
」

「
食
べ
る
楽
し
さ
」
を
学
ぶ

定
員

１５
人

材
料
費
等

３
０
０
円
／
１
回
、

お
米
　
合
／
１
回

と
き

平
成
１９
年
９
月
〜
平
成
２０

年
３
月
の
第
２
木
曜
日
（
平
成
２０

年
１
月
の
み
第
３
木
曜
日
）

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

和
室

内
容

転
倒
防
止
〜
足
腰
の
筋
力

ア
ッ
プ
〜

定
員

１５
人

②
ス
テ
ー
ジ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

実
施
日

９
月
１６
日
豸

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

募
集
対
象

一
般

募
集
人
員

１０
人
程
度

仕
事
内
容

写
真
・
ビ
デ
オ
撮
影
、

駐
車
場
案
内
（
シ
ョ
ー
開
始
ま
で
）

申
込
期
限

８
月
４
日
貍
ま
で

と
き

８
月
２５
日
貍

午
前
１０
時
か
ら

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
会
議
室

講
師

岡
田
　
円
さ
ん

定
員

親
子
１５
組
（
３０
人
程
度
）

材
料
費

１
人
５０
円

準
備
物

カ
ッ
タ
ー
、
も
の
さ
し

（
１５
袍
ぐ
ら
い
の
も
の
）、
赤
色
ボ

ー
ル
ペ
ン

申
込
期
間

７
月
２２
日
豸
〜
２８
日

貍
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

蕭
濆
５
１
１
３

こ
の
事
業
は
、
地
域
福
祉
課

（
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
）

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
夏
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
募
集

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
教
室
参

加
者
募
集

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

生
き
生
き
高
齢
者
講
座
教
室

受
講
生
募
集
！

男
性
料
理
教
室
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
予
防
）

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

第
３
回
総
合
美
術
展

洋
画
・
日
本
画
・
工
芸
・
手
工

芸
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・
写

真
・
書
道
な
ど

講
話
と
実
技

夏
休
み
親
子
俳
句
講
座

藍
染
め
一
日
体
験
講
座

０.５

講
　
話
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全
標
語
優
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作
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ス
ピ
ー
ド
の
　
出
し
す
ぎ
が
　
命
を
う
ば
う

住
友
亜
里
沙
（
美
郷
中
学
校
三
年
）

7月・8月の健康づくり教室（40歳以上65歳未満の方対象） 

7月・8月の介護予防教室（65歳以上の方対象） 

基本健康診査  結果説明会のお知らせ 

●問い合わせ　市健康推進課　蕁澪6615 

●問い合わせ　市地域福祉課　蕁澪6627 

8  

　
月 
7 
　 
　
月 

7 

　 

　
月 

健

康

相

談

 

日 

7 

9 

17

曜日 

火 

木 

金 

地区 

鴨  島 

山  川 

鴨  島 

地区 

鴨  島 

山  川 

美  郷 

鴨  島 

美  郷 

場　　　所 

多津美公会堂 

中部農業構造改善センター 

西麻植会館 

健康づくりの第１歩は自分のからだを知ることから始まります。健診結果から生活習慣改善のヒントを見つけましょう！ 

内　　　容 

 

健 康 相 談

内　　　容 

運 動 教 室

運 動 教 室

栄 養 教 室

運 動 教 室

体 脂 肪 率 測 定  

健
康
チ
ェ
ッ
ク
 

内　　　容 

 

 

 

 

栄 養 改 善 講 座  

時　間 

10：00～11：00 

9：30～11：00 

10：00～11：00

日 

13 

17 

18 

19 

27

曜日 

金 

火 

水 

木 

金 

場　　　所 

喜来老人憩の家   

西川田福祉センター   

中枝老人憩の家   

森山地区公民館 

東山老人憩の家 

時　間 

10：00～11：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

10：00～11：00 

13：30～15：00

地区 

美  郷 

川  島 

美  郷 

鴨  島 

川  島 

川  島 

川  島 

日 

18 

19 

20 

23 

24 

25 

27

曜日 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

金 

場　　　所 

中古井広域集落センター 

こだま会館 

東部集落センター 

知恵島老人憩の家 

川島公民館山田分館 

川島公民館敷地分館 

鍛冶屋敷公会堂 

時　　　間 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30

8 

　
　 

　
月 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
 

内　　　容 

 

 

 

 

 

 

 

口腔（こうくう）ケア 

栄 養 改 善 講 座  

地区 

川  島 

川  島 

美  郷 

川  島 

川  島 

川  島 

川  島 

山  川 

川  島 

日 

2 

3
 

 

6 

7
 

 

8 

9 

10

曜日 

木 

金 
 

月 

火 
 

水 

木 

金 

場　　　所 

川島公民館久保田分館 

東児島老人憩の家 

桁山集落センター 

立石公会堂 

川島公民館神後分館 

川島公民館 

川島公民館近久分館 

麦原地区コミュニティセンター 

三ツ島西公会堂 

時　　　間 

9：30～10：30 

9：00～10：00 

13：30～14：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30

実施場所 日　　　時 

ふるさとセンター（美郷） 

鴨島公民館 

※持参するもの  ・健診結果表（医療機関・日帰り
ドックを受けられた方） 
・健康手帳 

7月20日貊　午後1時30分～3時  

7月30日豺　午後1時30分～3時  
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通
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全
標
語
優
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》

運
転
中
　
で
る
な
　
か
け
る
な
　
携
帯
電
話

中
澤
　
　
綾
（
美
郷
中
学
校
三
年
）

 

川田西小学校前 

おはな駐車場 

野郷神社 

旧きらく前 

湯立会館前 

瀬詰八幡神社 

岡田建設横 

北村農業構造改善センター駐車場 

八坂会館 

吉野川市山川庁舎 

山瀬地区公民館 

岡本薬品前 

佐竹等氏宅前 

石川オート商会前 

元木会館 

忌部農業構造改善センター 

桑原政夫氏宅前 

ほたる川第二団地 

 

日吉神社 

青木大師堂前 

迎坂集会所前 

旗見集会所前 

佐藤厚志氏宅前 

レーベンショップ谷田前 

久宗郵便局横 

信田酒店前 

山川公民館 

 

9：30～10：00 

10：10～10：30 

10：40～11：00 

11：10～11：30 

11：40～12：00 

1：10～  2：00 

2：10～  2：35 

2：45～  3：25 

3：35～  4：00 

6：00～  7：00 

9：30～10：10 

10：20～10：50 

11：00～11：20 

11：30～12：10 

1：20～  2：00 

2：10～  2：30 

2：40～  3：00 

3：15～  3：30 

 

9：30～10：10 

10：20～10：40 

10：50～11：00 

11：10～11：25 

11：35～11：50 

1：10～  1：50 

2：00～  2：30 

2：40～  3：00 

3：10～  4：10

 

西市久保  

村 雲  

北 島 西  

北 島 東  

湯 立 北  

瀬詰八幡  

春 日  

北 村  

八 坂 北  

翁 喜 台  

西久保西  

西久保中  

日の出第２ 

天 神  

日の出第２ 

忌 部 北  

宮 島 南  

ほたる川  

 

湯 立 東  

青 木  

迎 坂  

旗 見  

恵 下  

川 東 西  

久 宗  

奥川田西  

翁 喜 台  

 

西福寺前 

旧大坪商店前 

貞田集会所前 

舟戸住宅集会所前 

舟戸農業構造改善センター 

鯰神社前 

上岡豊氏宅前 

麦原大師堂前 

川田小学校体育館前 

山瀬地区公民館 

横田哲夫氏宅前 

椙原商店横 

富士電気商会前 

藤原文明氏宅前 

皆瀬野郷神社前 

西野々集荷場 

旧藤川商店前 

猪口利夫氏宅前 

大内消防団詰所前 

 

9：30～10：00 

10：10～10：40 

10：50～11：20 

11：30～12：00 

1：10～  1：35 

1：50～  2：20 

2：30～  2：50 

3：00～  3：20 

3：30～  4：00 

6：00～  7：00 

9：30～10：30 

10：40～11：20 

11：30～12：10 

1：30～  1：40 

1：45～  2：00 

2：10～  2：25 

2：50～  3：05 

3：25～  3：50 

4：00～  4：10

 

瀬 津

貞 田

貞 田

舟 戸 西  

舟 戸 東  

季 邦

麦 原 東  

麦 原 西  

住 吉

西久保西  

北 町

南 町

南 町

桑 内

皆 瀬

皆 瀬

大 内

楠 根 地  

大 内

時　間 実施日 場　　　所 時　間 

○検診にはボタン、ファスナー等の
ない軽装でお越しください。 

実施日 場　　　所 

山
　
川
　
地
　
区 

8
月
27
日
豺
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
後
 

8
月
28
日
貂
 

8
月
30
日
貅
 

8
月
31
日
貊
 

8
月
29
日
貉
 

肺がん・結核検診実施予定表 

肺がん・結核検診について 

●対象者  
40歳(昭和43年3月31日以前に生
まれた方)以上で、今年度の胸部レン
トゲン検査を受けていない方 
 
肺がん検診  
肺がん・結核検診  
喀痰（かくたん）検査  
 
①50歳（昭和33年3月31日以前に生まれた方）以上
の方で喫煙指数（１日本数×年数）が600以上の方 

②最近6か月以内に血痰のあった方　  

検診当日、受付にお申し出ください。  
喀痰容器をお渡しします。3日分の痰をとって容器を
提出時に個人負担金をお支払いください。  
（提出場所は、検診当日お知らせします） 

●個人負担金 
胸部エックス線撮影…無料 

喀痰検査…500円　 

※ただし、市民税非課税世帯（平成18年度）の方と、
70歳以上（昭和13年3月31日以前生まれ）の方は
無料です。  

（注　意） 
・対象者には、8月上旬ごろに受診券をお送りします。
名前を確認のうえ、各人ごとに切り離し検診場所へ必
ずご持参ください。 
・検診にはボタン、ファスナー等のない軽装でお越しく
ださい。 

・下記のとおり市内を検診車が回ります。（市内どの
場所でも受診することができます。） 
・広報車による呼びかけはしませんので、日程表をご
覧のうえ受診ください。 

 

 
 
 
 
： 40歳～64歳以下の方  
： 65歳以上の方  
：次の①②に該当する方で希望さ
れる方 

※当日の朝、大雨および暴風警報が発令された場合には、検診を中止します。 
中止の場合、連絡はしませんので、別の実施日もしくは予備日をご利用ください。 
予備日は、検診の中止があった場合のみ実施します。 

中止の場合の予備日  10月5日（金） 
吉野川市役所 

午前9：30～11：30

吉野川市川島庁舎 

午後1：30～2：30

吉野川市山川庁舎 

午後3：00～5：00
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高
速
の
　
わ
き
見
運
転
　
事
故
の
も
と

舩
越
有
華
里
（
美
郷
中
学
校
三
年
）

◆問い合わせ　市健康推進課　蕁澪6615

 

山口秀吉氏宅前 

猪本光一氏宅前 

東山小学校前 

河野薫明氏宅前 

藤川昌信氏宅奥 

猪井芳明氏宅前 

芝闍正明氏宅前 

平山土建前 

麻植郡農協美郷事業所前 

早雲明晴氏宅前 

明石恭一氏宅前 

吉野川市美郷庁舎 

竹中俊治氏宅前 

中枝老人憩の家前 

岡本昭氏宅裏 

藤村和行氏宅前 

和泉公克氏宅裏 

和泉保昌氏宅下 

武市恒雄氏宅下 

明石孝氏宅裏 

横石文夫氏宅前 

西村弘氏宅前 

 

9：30～  9：50 

10：00～10：20 

10：30～10：50 

11：00～11：15 

11：25～11：40 

11：50～12：10 

1：30～  1：45 

1：50～  2：05 

2：15～  2：30 

2：40～  2：55 

3：00～  3：20 

9：00～  9：20 

9：30～  9：40 

9：45～10：10 

10：20～10：35 

10：55～11：10 

11：15～11：30 

11：40～12：00 

1：30～  1：45 

1：55～  2：15 

2：25～  2：40 

2：50～  3：10

 

丸 山  

上 谷  

天 神  

中 谷  

中 谷  

月 野  

恵 美 子  

湯 下  

毛 無  

峠 

刷 石  

川 俣  

市 野 々  

平 

城 戸  

中 古 井  

古 井  

倉 羅  

照 尾  

張 

宗 田  

東 部  

 

蘓鐵本サツキ氏宅前 

穴山榮勇氏宅前 

後藤孝洋氏宅前 

　山富行氏宅前 

伊井孟布氏宅前 

森口孝男氏宅前 

榎本重信氏宅前 

久保忠敏氏宅裏 

柘原忠男氏宅前 

 

9：30～  9：40 

9：50～10：05 

10：10～10：40 

10：45～11：00 

11：15～11：35 

11：45～12：05 

1：20～  1：35 

1：45～  2：00 

2：10～  2：30

 

樫 平

穴 地

田 平

か じ や  

井 頭

宮 倉

高 野 尾  

中 筋

品 野

時　間 実施日 場　　　所 時　間 実施日 場　　　所 

美
　
郷
　
地
　
区 

午
　
前
 

午
　
後
 

午
　
前
 

午
　
後
 

午
　
前
 

午
　
後
 

9
月
10
日
豺
 

9
月
12
日
貉
 

9
月
11
日
貂
 

○肺がん・結核
検診を受け
ましょう!!

 

春日漬物店 

杉尾神社 

あさな運送 

上浦地区公民館 

西岡弁当店駐車場 

旧麻植郡農協東部支所 

 

 

松家健二郎氏宅付近 

旧衣料ツユグチ 

旧麻植郡農協森山支所 

後藤田美容院付近 

荒神社 

吉野川商工会議所 

飯尾敷地コミュニティセンター 

阿部治雄氏宅付近 

河野良高氏宅付近 

林　正道氏宅付近 

一期一会駐車場 

鎮守神社 

喜来老人憩の家 

钁原建設東側 

宮田商店 

春日免神社 

鴨島呉郷保育所 

飯尾神社 

吉野川市役所 

川島公民館山田分館 

森定康氏宅前 

川島高校前喜多寿康氏宅前 

川島公民館朝日ヶ丘分館東側 

川島駅前 

逸見裕子氏宅前 

川島公民館神後南分館前 

三橋マツヱ氏宅前 

川島公民館 

川島公民館久保田分館前 

立石公会堂 

川島公民館 

むつみゲートボール場横 

三ツ島西公会堂 

住友敬次郎氏宅横 

吉野川市川島庁舎 

 

9：30～10：00 

10：10～10：40 

10：50～11：20 

1：00～  1：50 

2：00～  3：00 

3：10～  4：00 

 

 

9：30～10：00 

10：10～10：50 

11：00～11：40 

1：30～  2：00 

2：10～  2：40 

2：50～  3：50 

5：00～  7：00 

9：30～10：20 

10：30～11：10 

11：20～12：20 

1：40～  2：10 

2：20～  2：50 

3：00～  3：40 

9：30～10：00 

10：10～11：00 

11：10～12：00 

1：20～  2：20 

2：30～  3：00 

3：10～  4：10

9：00～  9：40 

9：50～10：20 

10：30～11：20 

11：30～12：00 

1：10～  1：50 

2：00～  2：30 

2：40～  3：10 

3：20～  3：50 

5：30～  7：00 

9：30～10：10 

10：20～10：50 

11：00～11：30 

1：00～  1：20 

1：30～  2：20 

2：30～  3：00 

3：10～  4：00

 

先 須 賀  

杉 尾  

天 神  

南 

八本松東  

市 瀬  

 

 

東 原 北  

内 原  

山 路 西  

中 島 東  

内 原  

セレブ西側 

呉 郷  

東 宮 間  

原 

麻 植 塚  

喜 来  

知・四ツ屋 

乗 島 北  

山 路  

宮 前  

西春日免  

呉 郷  

飯尾西部  

殿 郷  

山田北部  

サントピア 

岡山第二  

朝日ケ丘  

北 町  

本 町  

神後南部  

神後東部  

南 寺  

久 保 田  

天 神  

南 寺  

む つ み  

水 沼 野  

一 里 松  

鍛冶屋敷  

西 出 目  

王 子

学 春 日  

東児島第１ 

近 久

下女の辻  

近 久

吉 本 北  

 

西麻植バッティングセンター西側 

多津美公会堂 

丸広木材 

 

木下理容店前 

桑田商店 

江川・鴨島公園駐車場 

木下商店 

新興建設倉庫 

中内神社 

西麻植会館 

林　武男氏宅付近 

田中屋 

ひまわり農産市 

 

知恵島小学校 

宮脇書店南側駐車場 

若宮神社 

坂本紙店 

八幡神社 

吉野川市役所 

十川工業（有）前 

ぶどう総合管理センター 

学駅前 

東児島老人憩の家 

佃商店前 

高越神社 

こだま会館 

学老人福祉センター 

 

9：30～10：10 

10：20～11：00 

11：10～12：00 

 

1：20～  1：50 

2：00～  2：50 

3：00～  4：10 

5：00～  6：00 

9：30～10：10 

10：20～10：50 

11：00～11：30 

1：00～  1：40 

1：50～  2：30 

2：40～  3：40 

 

9：30～10：00 

10：10～11：20 

11：30～12：10 

1：20～  2：30 

2：40～  3：10 

5：00～  7：00

9：00～  9：40 

9：50～10：20 

10：30～11：20 

11：30～12：10 

1：40～  2：10 

2：20～  2：50 

3：00～  3：30 

5：30～  7：00

 

麻 植 市  

多 津 美  

大 北

 

旭 町

む つ み  

中新開地  

西麻植駅前 

田 渕

西麻植中筋 

大 東

敷 地 奥  

敷 地 東  

南 新 町  

 

東 郷 西  

大 西

喜 来

東 本 町  

八 幡 通り 

殿 郷

時　間 実施日 場　　　所 時　間 実施日 場　　　所 

時　間 実施日 場　　　所 時　間 実施日 場　　　所 

鴨
　
島
　
地
　
区 

川
　
島
　
地
　
区 

9
月
14
日
貊
 

9
月
25
日
貂
 

9
月
26
日
貉
 

9
月
27
日
貅
 

10
月
2
日
貂
 

9
月
18
日
貂
 

9
月
19
日
貉
 

9
月
21
日
貊
 

10
月
1
日
豺
 

9
月
28
日
貊
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
前
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
前
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
後
 

午
　
前
 

午
　
後
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携
帯
は
　
車
の
中
で
は
　
使
わ
な
い

東
出
　
哲
也
（
美
郷
中
学
校
三
年
）

図
書
だ
よ
り

読
書
感
想
文
を
書
き
ま
し
ょ
う

子
ど
も
た
ち
は
も
う
す
ぐ
楽
し

い
夏
休
み
。
一
冊
の
本
を
ゆ
っ
く

り
読
む
絶
好
の
機
会
で
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
７
、
８
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
７
月
１７
日
貂
、

月
末
図
書
整
理
日（
７
月
３１
日
貂
、

８
月
３１
日
貊
）

◆
お
は
な
し
会

７
月
１４
日
貍
、
８
月
１１
日
貍
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

７
月
２１
日
貍
、
８
月
４
日
貍
・
１８

日
貍
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館

の
新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行

し
て
い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん

（
山
川
図
書
館
）』、『
新
刊
速
報

（
川
島
図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
７
、
８
月
の
休
室
日

木
曜
日

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
i

n
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilisw

in
g
/w
e
/

o
p
ac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
７
月
１３
日
貊
・
２０

日
貊
、
２７
日
貊
、
８
月
３
日

貊
・
１０
日
貊
・
１７
日
貊
・
２４
日

貊
・
３１
日
貊

カ
ー
ル
・
ノ
ラ
ッ
ク
著

『
は
っ
ぱ
じ
ゃ
な
い
よ
ぼ
く
が

い
る
』

姉
崎
一
馬
著

《
小
学
校
中
学
年
の
部
》

『
り
ん
ご
あ
げ
る
ね
』

さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ
著

『
ピ
ト
ゥ
ス
の
動
物
園
』

サ
バ
ス
テ
ィ
ア
・
ス
リ
バ
ス
著

『
ゆ
り
か
ご
は
口
の
中
』

桜
井
淳
史
著

『
干
し
柿
』

西
村
豊
著

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

『
七
草
小
屋
の
ふ
し
ぎ
な
わ
す

れ
も
の
』

島
村
木
綿
子
著

『
両
親
を
し
つ
け
よ
う
！
』

ピ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
著

『
平
和
の
種
を
ま
く
』

大
塚
敦
子
著

『
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
そ
れ

が
冒
険
だ
』

野
口
健
著

《
中
学
校
の
部
》

『
レ
ネ
ッ
ト
』
名
木
田
恵
子
著

『
一
億
百
万
光
年
先
に
住
む
ウ

サ
ギ
』

那
須
田
淳
著

『
世
界
一
お
い
し
い
火
山
の
本
』

林
信
太
郎
著

《
高
等
学
校
の
部
》

『
て
の
ひ
ら
の
中
の
宇
宙
』

川
端
裕
人
著

『
ぼ
く
た
ち
の
砦
』

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
レ
ア
ー
ド
著

『
泣
き
虫
し
ょ
っ
た
ん
の
奇
跡
』

瀬
川
晶
司
著

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
家
日
和
』

奥
田
英
朗
著

『
ま
ん
ま
こ
と
』

畠
中
恵
著

『
離
婚
美
人
』
藤
本
ひ
と
み
著

『
ソ
ウ
ル
・
ボ
デ
ィ
　
上
・
下
』

明
野
照
葉
著

『
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の

凱
旋
』

海
堂
尊
著

『
Ｇ
ボ
ー
イ
ズ
冬
戦
争
』

石
田
衣
良
著

『
風
の
払
暁
』

船
戸
与
一
著

『
事
変
の
夜
』

船
戸
与
一
著

『
果
断
』

今
野
敏
著

『
小
袖
日
記
』
柴
田
よ
し
き
著

『
風
信
子
の
家
』篠

田
真
由
美
著

『
上
海
ク
ラ
イ
シ
ス
』

春
江
一
也
著

『
狂
っ
た
裁
判
官
』
井
上
薫
著

『
投
資
信
託
に
だ
ま
さ
れ
る

な
！
』

竹
川
美
奈
子
著

◆
第
５３
回
読
書
感
想
文
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く

ご
く
ら
く
』

西
本
鶏
介
著

『
ハ
キ
ち
ゃ
ん
の
「
は
っ
ぴ
ょ

う
し
ま
す
」』

薫
く
み
こ
著

『
ぼ
く
の
パ
パ
は
お
お
お
と
こ
』

２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
６
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
７
、
８
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
７
月
３１
日
貂
、
８
月
３１
日
貊
）

◆
か
え
で
読
書
会
例
会
（
奇
数

月
第
２
木
曜
日
）

７
月
１２
日
貅
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
／
図
書
館
２
階

◆
よ
っ
と
い
で
文
庫
に
よ
る
夏

休
み
お
は
な
し
会

７
月
２１
日
貍
午
後
１
時
３０
分
〜
２

時
３０
分
／
図
書
館
２
階

◆
夏
休
み
自
由
研
究
教
室

７
月
２４
日
貂
午
後
１
時
３０
分
〜
２

時
３０
分
／
図
書
館
２
階
／
講
師
真

鍋
佳
資
さ
ん

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
７
、
８
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

第53回読書感想文全国コンクール課題図書が
市内図書館・室にそろっていますのでご利用く
ださい！

山
川
図
書
館
蕁
瀚
５
２
２
２

川
島
図
書
館
蕁
澪
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）

蕁
濆
５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
潴
２
８
１
１



も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
事
故

の
な
い
、
有
意
義
な
休
み
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
実
施
期
間

７
月
１
日
豸
〜
８
月
３１
日
貊

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

地
域
ぐ
る
み
で
健
全
育
成

―
共
に
育

は
ぐ
く

む
　
豊
か
な
心
と
生
き

◇
い
ら
い
ら
し
た
り
お
ど
お
ど
し

た
り
し
て
落
ち
着
き
が
な
く
な

る
。

◇
家
族
に
八
つ
当
た
り
し
た
り
反

抗
し
た
り
す
る
。

◇
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
た

が
ら
な
い
。

◇
親
か
ら
視
線
を
そ
ら
せ
た
り
自

分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
た
り
す

る
。

◇
成
績
や
テ
ス
ト
の
結
果
が
悪
く

な
る
。

◇
部
活
動
な
ど
を
休
む
こ
と
が
増

え
、
急
に
や
め
る
と
言
い
出
す
。

◇
遠
足
な
ど
の
学
校
行
事
に
参
加

し
た
が
ら
な
い
。

◇
学
校
を
休
み
た
が
る
。

◇
登
校
時
に
な
る
と
体
の
不
調
を

訴
え
る
。

◇
学
校
を
変
わ
り
た
い
、
や
め
た

い
と
言
い
出
す
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

蕁
澪
６
６
２
０
蕭
澪
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/iku
sei

center/

い
じ
め
を

早
期
に
発
見

す
る
た
め
に

最
も
大
切
な

こ
と
は
、
子

ど
も
を
し
っ

か
り
見
る
こ

と
で
す
。
子

ど
も
の
様
子

や
持
ち
物
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
を
見
逃
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
衣
服
が
汚
れ
て
い
た
り
破
れ
て

い
た
り
す
る
。

◇
所
持
品
（
学
用
品
、
体
操
服
、

靴
な
ど
）
を
紛
失
し
た
り
、
壊
れ

て
い
た
り
す
る
。

◇
教
科
書
や
筆
箱
な
ど
に
落
書
き

を
さ
れ
て
い
る
。

◇
余
分
な
お
金
を
欲
し
が
っ
た
り

持
ち
出
し
た
り
す
る
。

◇
友
人
か
ら
の
電
話
で
急
な
外
出

が
増
え
る
。

◇
体
に
あ
ざ
や
傷
が
見
ら
れ
る
。

◇
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
少
す

る
。

抜
く
心
―

●
実
施
機
関

徳
島
県
・
徳
島
県
教
育
委
員
会
・

徳
島
県
警
察
本
部
・
市
町
村
・
青

少
年
育
成
徳
島
県
民
会
議
・
第
５７

回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

徳
島
県
実
施
委
員
会

2007年（平成19年）7月11日

広報よしのがわ23

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

黄
色
信
号
　
止
ま
れ
の
合
図
　
忘
れ
る
な

東
出
　
大
樹
（
美
郷
中
学
校
二
年
）

青
少
年
育
成
補
導

夢
に
向
か
っ
て
自
分
色
に

牛
島
小
学
校
　
松
岡
　
沙
季
　

学
校
の
窓
か
ら

虹
が
み
え
た

そ
の
虹
は
七
色
だ
っ
た

赤
　
オ
レ
ン
ジ
　
黄

き
み
ど
り
　
緑
　
青
　
紫

い
ろ
い
ろ
な
色
に
か
が
や
い
て
い
た

私
は
ふ
と
思
っ
た

私
も
こ
の
虹
の
よ
う
に

自
分
色
に
か
が
や
き
た
い

私
は
そ
う
け
っ
し
ん
し
た

一
人
一
人
い
ろ
ん
な
色
に
か
が
や
い
て

生
き
て
い
き
た
い

夢
に
向
か
っ
て
自
分
色
に

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
創
刊
号
よ
り
）

第
３０
回
「
防
ご
う
！

少
年

非
行
」
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

子
ど
も
の
気
に
な
る
言
動

や
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

い
じ
め
発
見
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
（
保
護
者
向
け
）

※
累
計
は
1
月
か
ら
の
も
の 平成19年6月１日現在 

市民のうごき 

住民基本台帳（前月比） 

計 
男 
女 
世帯数 

※65歳以上 
　　計 12,790人　男 5,238人　女 7,552人 

46,246 
21,983 
24,263 
17,047

（－33） 
（－  6） 
（－27） 
（－10） 

人 
人 
人 
世帯 

（＋  4） 
（＋  2） 
（＋  2） 
（＋  1） 

354 
65 
289 
332

人 
人 
人 
世帯 

外国人登録（前月比） 

〈 人 権 相 談 〉 

飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
 
市役所1階相談室 
山川庁舎会議室 
川島公民館会議室 
市役所1階相談室 
美郷庁舎会議室 
 
市役所1階相談室 
市役所1階相談室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 

 
9：00～12：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 
9：00～12：00 
13：00～16：00 

 
10：00～12：00 
10：00～12：00

7月12日貅 
7月17日貂 
8月  9日貅 

 
7月12日貅 
8月  6日豺 
8月  7日貂 
8月  9日貅 
8月16日貅 

 
7月20日貊 
8月17日貊 

〈 行 政 相 談 〉 

〈司法書士会による無料法律相談〉 

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動 

火 災  

救急出動 

5件 4
月 

累
計
 

11件 

149件 4
月 

累
計
 

551件 

今
月
の
納
税 

国
民
健
康
保
険
税 

固
定
資
産
税 

介
護
保
険
料 

納
期
限 

第
１
期 

第
２
期 

第
１
期 

7
月
31
日
貂 



夏のイベントご案内 
夏
休
み

の
思
い
出

に
、
夜
の

ウ
オ
ー
キ

ン
グ
と
幻
想
的
な

石
積
の
姿
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き

８
月
１１
日
貍
・
１２
日
豸

午
後
５
時
〜
６
時
受
付
、
６
時
２０

分
出
発
、
７
時
ご
ろ
会
場
到
着

集
合
場
所

美
郷
ほ
た
る
館

会
場

吉
野
川
市
美
郷
字
大
神

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
館

蕁
潴
２
８
８
８

と
き

８
月
６
日
豺
午
後
８
時
〜

９
時（
雨
天
の
場
合
８
月
７
日
貂
）

と
こ
ろ

鴨
島
運
動
場
（
旧
鴨
島

県
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

約
１
０
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花

火
と
仕
掛
け
花
火
が
あ
が
り
、
夜

空
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
商
工
会
議
所蕁

濆
２
２
７
４

食
・
甘
味
な
ど
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
陶
芸
、
絵
画
、
写
真
等

の
展
示
を
ご
希
望
の
方
は
、
無
料

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
４
時
３０
分

定
休
日

月
曜
日

吉
野
川
市
内
で
唯
一
の
オ
ム
ニ

コ
ー
ト
（
人
工
芝
）
と
し
て
、
昨

年
夏
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
料

１
コ
ー
ト
１
時
間
５
０

０
円
（
夜
間
１
０
０
０
円
）

利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
１０
時

定
休
日

月
曜
日

問
い
合
わ
せ
・
受
付

ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
川
島
城
、川
島
城

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

蕁
澪
４
６
６
６

吉
野
川
市
の
有
名
連
を
中
心
と

し
て
舞
台
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き

８
月
１４
日
貂

午
後
４
時
〜
６
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
３
階
ホ
ー

ル
（
入
場
無
料
）

出
演
予
定

き
ら
く
連
、
高
越
連
、

ひ
ょ
こ
い
ち
連
、
ほ
が
ら
か
連
、

も
っ
こ
連
、
龍
虎
連
、
石
井
あ
い
っ

こ
連
、
豆
狸
連

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
観
光
協
会
（
市
商
工
観

光
課
内
）

蕁
澤
２
２
２
６

と
き

８
月
１４
日
貂
・
１５
日
貉
・

１６
日
貅

午
後
７
時
〜
１０
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
商
工
会
議
所蕁

濆
２
２
７
４

川
島
城
内
の
食
堂
が
、
吉
野
川

市
民
の
文
化
作
品
を
展
示
す
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
お
城
の
特
徴
を

生
か
し
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
、
コ
ー
ヒ
ー
・
ラ
ン
チ
・
軽

2007年（平成19年）7月11日
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。
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広
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広
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広
報
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の
が
わ
 

7・8月 
休日・夜間在宅当番医表 ●平日／17時～23時　●休日／8時～23時 

※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。 
●○印は、休日診療日です。 
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。 
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確認
の上、ご利用ください。　　 ●問い合わせ／市健康推進課蕁澪6615

医　院　名 

森 住 内 科 医 院  

麻名内科外科クリニック 

山下耳鼻咽喉科クリニック 

さ く ら 診 療 所  

筒 井 クリニック  

岸 整 形 外 科  

かなめ小児科内科クリニック 

三木リハビリテーション病院 

岡田医院（川島） 

梶 本 胃 腸 科 内 科  

糸田川クリニック 

鈴木内科（喜来） 

和 田 耳 鼻 咽 喉 科  

石 原 小 児 科  

大 久 保 診 療 所  

電話番号 

22－3010 

26－0020 

42－7533 

42－5520 

24－3300 

25－3133 

26－0310 

42－6616 

25－3566 

24－2413 

24－7555 

24－3413 

24－2566 

24－2388 

24－1703

7月 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25

8月 

 

21 

20 

22 

 

 

23 

24 

25 

28 

27 

 

29 

31 

30

医　院　名 

糸 田 川 眼 科  

古 本 胃 腸 科  

後 藤 田 外 科  

阿 部 整 形 外 科  

美 摩 病 院  

渡 辺 医 院  

四 宮 医 院  

松 永 医 院  

杉 山 医 院  

矢 田 医 院  

鴨 島 病 院  

木村内科胃腸科  

高橋皮膚科クリニック 

島 野 外 科 内 科  

杏 和 医 院  

電話番号 

24－2531 

24－7377 

24－2720 

24－4880 

24－2957 

24－7177 

25－2016 

42－2110 

25－2802 

25－2006 

24－6565 

24－6413 

24－5122 

25－3060 

22－0333

7月 

26 

27 

28 

29 

30 

31

8月 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9

医　院　名 

タ ナ カ 医 院  

中西内科クリニック 

富 本 医 院  

鴨島耳鼻咽喉科  

いぬい産科婦人科クリニック 

リバーサイドクリニック岡田 

石原内科循環器科 

グリーン耳鼻咽喉科 

森 住 内 科 医 院  

工 藤 内 科 医 院  

井 内 内 科  

◎小児救急医療体制…日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。 
●麻植協同病院 
●阿波病院（第1・3・5週だけ） 

 
 

蕁濆2101 
蕁濺5151

電話番号 

22－1800 

42－6755 

42－3123 

24－8070 

22－1230 

24－8884 

24－2536 

24－2488 

22－3010 

42－3113 

24－3070

7月 

 

8月 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

26

高
開
石
積
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

納
涼
花
火
大
会

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
午
後
９
時
ま
で

阿
波
踊
り
舞
台
公
演

阿
波
踊
り
大
会

川
島
城
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

店内は落ち着いた雰囲気です
展示スペースもご利用ください

川
島
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用

者
募
集

節
水
節
水
に
ご
協
力
く

協
力
く
だ
さ
い
！ 

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！ 

市
水
道
課
瀚
３
１
９
９ 


